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a. 1. 二 者 択 一 の 2. 代 り の , 代 用 の 


cf.an alternative plan= 代 案 . 


n. 1.[ 二 つの うち ] 一 つ を 選ぶ 余地 , 傍 流 , 代 案 , 選 択 肢 . 
2. 他 に 比べ る 道 , 変 わる べき 手段 [方 針 な ど ] , 
(確立 され た , も し く は 伝統 的 な 制度 ・ 価 値 ・ 思 想 に 対し て ) 
代わ りう る , 代 替 の , 新 し い . 
3. [ 二 者 以上 か ら ] 選択 され る べき も の [こと ] 
cf.alternatives to war= 戦 争 に 代わ る 手段 
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リア ル タ イ ム の 戦場 で 
繰り 広げ られ る 激戦 

「FA』」 の 戦闘 は 、 敵 味方 すべ て の ユニ ッ 
ト が 同じ 時 間 軸 の 中 で 行動 する "リア ル タ 
イム " バトル 。 フ ルポ ボ ポリゴン で 構築 さ れ た 
立体 感 浴 れる 戦場 で 、 戦 車 や 戦闘 ヘリ な ど 
の 近代 兵器 に 加え 、 多 脚 型 厳 車 や 2 足 歩行 
型 和 動 兵器 な どの 近 未 来 的 兵器 が 激しい 戦 
闘 を 繰り 広げ る 。 

プレ イヤ ー ユ ニッ ト を 中 心 に 様々 な アン 
グル か らち 戦場 を 映し 出す カメ ラ ワ ー ク に 加 
え 、 銃 撃 や 爆発 音 、 戦 車 の キャ タビ ラ や へ 
リ の ロー ター 音 、 さ ら に 鳥 や 動物 の 鳴き 声 
と いっ た リア ル な SE が 入り 乱れ 、 幸 場 の 
上 迫 感 を 増幅 させ て いる 。 

戦場 で 複雑 な 操作 を 必要 と し な い 分 、 リ 
アル な 映像 や サウ ンド で 演出 され た 、 リ ア 
ル タ イ ム で 繰り 広げ られ る 激しい 戦闘 を 、 
映画 や 記録 映像 を 観る よう な 感覚 で 楽し め 
る 。 も ちろ ん 、 プ レイ ヤー の 意思 で 江 況 を 左 
右 す る ご と が で きる の は いう まで も な い 、。 


プレ ー ヤ ー は “中 隊長 " 
的 確 な 戦術 を 指示 

プレ イヤ ー は 主人 公 R・ マ ッ コ イ と な 
り 、" 独 立 攻撃 中 隊 " の 中 隊長 と し て 、3 
つの 小 層 と 後方 支援 隊 を 指 提 し て いく こと 
に な る 。 ま た 、 マ ッ コ イ 自 身 も 第 1 小隊 の 
小隊 長 と し て 前 線 に 赴く 。 ス トー リー は ミ 
ッ シ ョ ン (作戦 ) 単位 で 進行 し 、 各 ミッ 
ショ ン の 前 に は 、 衛 星 通 信 で コン タク ト し 
て くる 上 官 の | ・ サ ン ゴ ー ル が か ら 、 次 作戦 
の 詳し い 内 容 を 知ら され る 。 プ レイ ヤー は 
この 情報 を も と に 、 機 体 の 武装 や 迷彩 色 を 
決め 、 最 初 の 移動 ルー ト な ど を 設定 する 。 
戦場 で は 、 敵 部 隊 の 内 容 や 動き に 合わ せ 、 
最初 に 設定 し た ルー ト の 変更 、 攻 撃 ・ 防 御 
の 切り 替え な ど を 、 各 小隊 ご と に 指示 し て 
いく 。 刻々 と 変化 し て いく 戦況 に 合わ せ 、 
的 疹 な 指示 を 与え る こと が 、 隊 長 と し て の 
プレ イヤ ー の 役目 。 思 わ ぬ 英 の 出現 や 、 後 
方 支援 際 に よる 支援 爆撃 や 補給 の 指示 な 
ど 、 芝 機 応変 な 対応 が 必要 に な る 。 


戦闘 中 も 成長 し 続け る 
機動 兵器 「WAW」 
「 フ ロン トミ ッ シ ョ シ ! シリ ー ズ で は “ ヴ 

ァ ン ドル ング ・ パ ン ツ ァ ー= ヴ ァ ン ツァ ー 
(WAP)" と いう 、2 足 歩 行 型 機 動 兵 器 が 
戦闘 の 中 心 で あっ た 。『FA』 に 登場 する 
人 型 機動 は 、WAP の 前 身 で ある “ヴァ ン 
ドル シグ * ワー シ ジェ ヴ カ アー ゲン で 。 
"WAW" と 上 申 さ れる 。 地 電 拉 去 作業 用 と 
し て 開発 され た WAW が 、 初 めで 寺 闘 部 隊 
を 編成 、 実 戦 投入 され た の が 「F Al の 
奈 全 と な る アフ リカ 大 陸 な の た だ 。 

WAW に 搭載 され た コン ピュ ー タ は 、 戦 
場 で 経験 し た 様々 な 事態 を 記憶 ・ 分 析 し 、 
自ら の 戦闘 判断 能力 を 向上 させ て いく 。 つ 
まり 、 最 初 は 基本 動作 程度 し か で き な い W 
AW が 、 戦 闘 を 重ね る こと で 徐々 に 成長 し 
で いき 、 ス ピー ドア ッ プ や 複雑 な アク ショ 
ン を 見 せる よう に な る 。 機動 力 ・ 攻 撃 力 ・ 
防御 力 の 3 つの パラ メー タ を 軸 に 、 プ レイ 
ヤー 好み の WAW を 育て る こと が 可能 だ 


舞台 は 近 未 来 の アフ リカ 大 陸 
FM 2 より 約 7 0 年 前 の 世界 
[FM2』 が 、 シ リー ス 第 1 作 ス ー パ ー フ 
ァ ミ コン 版 「FM| か ち 約 10 人 年 後 、 未 来 
の 物語 で あっ た の に 対し 、『F Al は 『F 
M2j1 より 約 70 年 前 、 元 祖 『FM| か ら 
も 約 60 年 前 の 、 過 去 の 物語 。 

西暦 2030 年 に 発 中 し た アフ リカ 大 陸 共 
同国 家計 画 に 伴い 、 激 化し た 内 戦 を 針 圧 す 
る た め 、OCU (日 本 と 豪州 を 含む 東南 ア 
ジア の 共同 体 ) が 派遣 し た 世界 初 の WAW 
に よる 実戦 部 隊 。 そ れ が 主人 公 マ ッ コ イ 率 
いる 独立 攻 撃 中 隊 だ 。 ジ ャ ング ル や サバ ン 
ナ な どの 大 自然 、 高 辱 ビ ル の 建ち 並ぶ 近代 
都市 な ど 、 様 々 な 戦場 で 作 織 の 遂行 に 挑む 。 
この 作戦 に よっ て WAW の 戦闘 能力 の 高 
さ が 証 明 さ れ 、 完 全 な 戦闘 用 WAW の 概念 
を 確立 。" ヴ ウ ヴァン ツァ ー" と 呼ば れる 機体 
を 生ん だ 。 つ まり 、 そ の 後 TFM」TFM 
2」 で 主要 兵器 と し て 活躍 する 、WAP の 
歴史 が 幕 を 開け た 時 代 な の だ 。 


戦争 終結 こそ 真 の 目的 
プレ イ 内 容 で 変わ る シナ リオ 

すべ か らく 戦争 は 、 一 日 で も 早く 終わ る 
方 が いい 。 プ レイ ヤー が 指揮 する 独立 攻撃 
中 隊 の 目的 は 、 内 戦 の 早期 終結 だ 。 

答 ミ ッ シ ョ ン の クリ ア 状 況 (所要 時 間 や 
英 の 幣 破 数 な ど ) は 、 内 戦 自体 の 情勢 に 大 
き な 影 響 を 与え る 場合 が ある 。 情勢 の 変化 
は 当然 、 次 の 作戦 に も 影響 する 。 つ まり 、 
クリ ア 状 況 と 情勢 の 推移 に より ミッ ショ ン 
の 内 容 が 変化 。 エ ン デ ィング に 到 る まで の 
全体 の ミッ ショ ン 数 も 増減 する こと に な 
る 。 各 ミ ッ シ ョ ン を 最善 の 状態 で クリ ア し 
て いけ ば 、 最 短 の ミッ ショ ン 雪 で 内 戦 を 終 
結 さ せる こと が で きる が 、 ク リア に 時 間 が 
か か っ た り 、 共 表 じ た りす る ど ミ ッ シ ョ ン 
雪 が 増加 。 い わ ば 情勢 が 部 化し 、 内 戦は ズ 
ルズ ル と 続く こと に な る 、 と いう こと だ 。 
『FA」 に は 、 バ パッ ド や グッ ド と いっ た エ 
ン デ ィング の 区 別 は な い 。 エ ン デ ィング を 
迎え る まで の “過程 " が 箇 要 な の だ 。 


開発 途上 に ある 「WAW] 
「WAP」 以前 の 戦い 

WAW が 「FM』 や [FM2」 の WA 
P と 大 きく 異な っ て いる の は 、 各 パー ツ 
(ボディ 、 左 万 アー ム 、 レ ッ グ 、 コ ン ピ ビュ 
ー タ ) の 換装 が で き な い 、 と いう 点 だ 。 
WAW に は 世界 共通 規格 が あり 、 世 界 各地 
の 兵器 メー カー が パー ツ を 分 割 し て 製造 し 
で て いる の だ が 、 独 立 攻撃 中 隊 が 扱う WAW 
は ジェ イド メタ ル 社 製 の フル セッ ト 。 こ の 
時 代 、 戦 闘 専用 WAW を 開発 し て で いる の は 
QCU 豪 州 の ジェ イド メタ ル 社 の み 。 よ っ 
で 他社 パー ツ を 換装 する 必要 性 が な いた め 
だ 。 武 器 は 手持 ちの 銃器 と シー ルド 、 痛 部 
に は グレ ネー ドラ ンチ ャ ー や 予備 弾倉 な ど 
を 備 。 ま だ 両 肩 に ミサ イル ボッ ド を 載せ 
て 挨 走 する よう な 段階 で は な い 。 

シナ リオ が 進む に つれ て 、 新 型 機 も 続々 
と 登場 。 敵 部 隊 に も WAW の 姿 が 見 られ る 
よう に な り 、 吉 闘 は 徐々 に WAW 対 WAW 
べ と 移 り 変 わっ て いく 。 


CanuougetlIN? 


リア ル タ イ ム 、 部 隊 事 位 の 行動 、 戦 況 の 
変化 に 伴う ミッ ショ ン 数 の 変動 な ど 、 斬 新 
な シス テム を 採用 。 そ し て "フロ ント ミッ 
ショ ンジ "の 歴史 の 中 で 、 人 型 の 機動 兵器 が 
摩 声 を 上 げた 時 代 背 景 。 アフ リカ と いう 世 
界 、 そ し て 人 物 設定 。 こ の ガイ ドブ ッ ク で 
は 、| FAl を より 深く 、 よ り ス ムー ズ に 
楽し め る よう に 、 ゲ ダーム の シス テム や 世 
界 ・ 人 物 ・WAW 等 の 殻 定 を 、 細 か く 、 
解り や すく 解説 し て いく 

も し 、 あ な た が 勝利 を 望む な ら ば 、 ま ず 
は |FAI の すべ て を 知る こと だ 
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ゲー ム の 
大 ま か な 流 れ 


まず は 、 1 つの ミッ ショ ン が 
SIREHN4S どう いっ た 流れ で 
進行 し て いく の か を 把握 し よう 。 
ゲー ム は 、 こ の 流れ の 繰り 返し た 。 
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ミッ ショ ン は 、 ペー スキ ャ ンプ ( 往 店 地 ) 
で 指令 を 受け る と ころ か ら 始 まる 。 サ ン ゴ 


ー ル 大 佐 か ら 内 戦 の 情勢 、 作 戦 内 容 、 戦 坦 
や 英 部 隊 の 状況 を 知ら され る 。 こ の 情報 を 


元 に 、 機 体 の 武装 や 迷彩 色 の 選択 、 学 習 バ 一 バト ルフ ィ ー ル ド 

ラン ス の 調整 、 移 動 ル ー ト や 支援 攻撃 の 有 江 場 に 出る と 、 各 小隊 は ベー スキ ャ ンプ 
無 な ど を 設定 し て いく 。 す べ て 準備 が 黄 っ で 設定 し た 移動 ルー ト に 沿っ て 行動 を 開始 
た ら 、「 パ トル フィ ー ル ド 」 コマ ンド で 戦 する 。 実際 の 地形 や 敵 の 動き に 合わ せ 、 移 
場 へ 向かう 。 動 ル ー ト な ど を 改め て 設定 し 直す こと も 可 


能 だ 。 プ レイ ヤー は 中 隊長 と し て 、 各 小隊 
に 攻撃 ・ 防 御 、 補 給 な どの 指示 を 出し て い 
く 。 装 備 武 器 の 射程 内 に 療 を 提 え る と 、 攻 
撃 が 可能 に な る 。 問 も 同じ よう に 攻撃 し て 
くる の で 、 片 時 も 気 を 抜け な い 。 


MISSION FHILURE 


に | 


較 作 戦 失 敗 


指定 され た 時 間 内 に クリ ア で き な か っ た 
り 、 マ ッ コ イ の 搭乗 する 101 号 機 が 撃破 さ 
れ た りす る と 、 作 紙 は 失敗 。 一旦 ペ ベー スキ 
ャ ンプ に 帰 二 し 、 装 備 や 侵攻 ルー ト を 兄 直 
し て 、 再度 作戦 に 挑む こと に な る 。 し が し 、 
失敗 が 許さ れる 回 数 は 限ら れ て いる 。 失 到 
を 重ね 続け る と 、 マ ッ コ イ は 中 隊長 を 解任 
され 、 最 悪 の エン ディ ング を 迎え て し まう 
ご と に な る の だ 
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MISSION CUNMPLETE 


圏 作 戦 成功 

基本 的 に は 指定 時 間 内 に 、 敵 部 隊 を 全 減 
きせ る こと が で きれ ば 、 作 戦は 成功 。 戦 昌 
に よっ て 報 全 の カウ ンタ ( お金 の よう な も 
の ) や 軍 か ら の 支給 品 ( 葉 器 など) が 得 
られ る 。 ペ ベー スキ ャ ンプ に 戻る と 、 再び サ 
ン ゴ ー ル 大 佐 か ら 次 の 作戦 に 関す る 指令 が 
与え られ 、 装 備 を 整え て 出撃 する 。 

ベー スキ ャ ンプ ブー バト ルフ ィ ー ル ド の 紹 
り 返 し で 、 ミ ッ シ ョ ン が 進ん で いく 。 


UNIT 


ゲー ム 中 で は WAW や 戦車 、 歩 兵 な ど が 
1 機 単位 で 登場 する 。 こ れ ら は 複数 機 で 部 
隊 を 組み 、 こ の 部 隊 単 位 で 行動 する 。 こ 
の 1 つの 部 隊 を "小隊" と いう 。 基本 的 
に 小隊 は 機種 に より 下図 の 構成 と な る が 、 
主 に WAW・ 戦 車 系 ・ 歩 兵 が 組み 合わ さ 
れる 場合 が 多い 。 
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ふる プレ イヤ ー ユ ニッ 
WAW 3 得 の 小隊 に よ 


ッ ト で ある 環 立 攻 盟 中 隊 も 、 
よ つ で 成り 立つ て いる 。 


全 生 
が 、 大 ま か が な 行動 は 小 位 単位 で 行わ れる 。 


基本 と な る 
部 隊 の 構成 


「F A」 は 基本 的 に 英 味方 と も 


“小隊 ” 単位 の ユニ ッ ト で 行動 。 
ここ で は 、 小 隊 の 構成 内 容 と 、 
独立 攻撃 中 隊 の 陣容 を 解説 。 


英 小隊 の 例 
敵 の 小隊 は 様々 な 機種 の 組み 合わ せ で 登 
場 す る 。 例 えば 装甲 車 X 1 十 歩兵 X 4 、 


装甲 車 X 2 十 多 脚 戦車 X 1 、 多 脚 戦車 X 
3 な ど 。WAW は WAW 3 機 で 1 つの 部 隊 
を 構成 し て いる 場合 が 多い 。 


ベー スキ ャ ンプ な ど で 「 タ ー ゲ ッ ト 設 定 」 
を 行う 場合 、 各 小 剛 は 凸 形 の オブ ジェ で 表 
示さ れる 。 英 部 隊 に カー ソル を 合わ せる と 
その 部 随 の 構成 機種 が 表示 され る が 、 最 初 
は 機種 不明 (UNKNOWN) で ある 場 
合 が 多い 。 こ れ ら は 実際 に 戦場 へ 出る と 、 
レー ダー 機能 に よっ て 判別 で きる よう に な 
る 。 し か し 、 部 隊 内 の 機体 数 は 表示 され 
る の で 、 構 成 機種 を 推測 する こと は 可能 だ 
(例え ば 機体 数 が 5 機 な ら ば 、 戦 車 系 ※ 
1 十 歩兵 X 4 の 可能 性 が 高い ) 。 

ミッ ショ ン に よっ て は 、 敵 に 攻撃 へ リ が 
配備 され て いる こと が ある が 、 へ リ は 1 機 
で 1 小隊 と みな され る 。 


ー ゲ ッ ト 設 定 ] 画面 で 、 近 小隊 は 西 形 で 
れる 。 小隊 の 構成 内 避 も 確認 で きる 。 


R の 戦 症 で は 、 備 別 に 攻 撃 を 仕掛 け て くる 


jl 
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独立 攻撃 中 隊 の 構成 
独立 攻撃 中 隊 は 、OCU 陸 防 軍 よ り 派 中 
され た 第 1 小 隙 と 、 途 中 で 合流 する SAU 
S 軍 の 2 小隊 、 後 方 支援 隊 で 構成 され る 。 
各 小 隊 は WAW 3 機 が 配備 され 、 中 隊長 は 、 
ーー デ 第 1 小隊 長 で ある マッ コイ が 任 。OCU 
le 軍 の 上 官 、 サ ン ゴー ル 大 佐 か ら の 指令 を 受 
け 、 作 戦 に 隊 む 。 戦 場 で は マッ コイ が 第 
こ 2 、 第 3 小隊 と 後方 支援 隊 に 指示 を 出し 、 
3 各 小 隊 は その 指示 に 従っ て 行動 。 各 小隊 長 


ES 民 A 3 小 湖 が そろ し いい 、WAW が 3 機 と な る と 実に 
か ら の 状況 報告 が 通信 され る 。 壮観 。 これ な ら 矯 の 大 部 隊 も 怖く な い ? 


リキ ン (201) 
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MISSION 


1 つの ミッ ショ ン の 流れ 

ミッ ショ ン は ベー スキ ャ ンプ ー バ パト ルフ 
ィ ー ル ド と いう 流れ で 成り 立っ て いる 。 ペ 
ー ス キャ ンプ ブ で 出撃 準備 を し 、 バ トル フィ 
ー ル ド で 戦闘 を 行う わけ だ 。 バ トル フィ ー 
ルド で 作戦 を 成功 、 も し く は 失敗 し た 場合 、 
必ず 一 度 ペ ー ス キャ ンプ に 戻り 、 装 備 な ど 
を 変更 し 再 チ ャ レン ジ す る こと に な る 。 
また 、 ペ ベー スキ ャ ンプ で は サン ゴー ル 大 
佐 か ら 内 戦 の 情勢 が 知ら され 、 パ トル フィ 
ー ル ド で は 責 や 味方 の キャ ラク ター に よる 
会 話 を 見 る こと が で きる 。 各 ミッ ショ ン の 
プレ イ 結 果 に よっ て 。、 ミ ッ シ ョ ン 雪 の 増減 
や 、 状 況 の 変化 と いっ た シナ リオ の 変動 が 
起こ る 。 プ レイ し て いる シナ リオ の 流れ を 
把握 する た め に も 、 情 報 や 会 話 を し っ か り 
と 読み 解い て いっ て ほし い 。 


。 作戦 成功 
全 瑞 部 隊 を 全滅 ざさ せ れ ば 作戦 は 成功 。 ベー スキ 
ャ ンプ へ と 人 悩 還 し 、 次 の 作戦 へ 、 


| 


戦 失敗 
人 る マッ コイ の 機 何 が 区 破 され る と 作 江 は 失 取 。 
感 替 を 立 で 直し て か ら 再 び 出 刺 。 


シナ リオ を つなぐ 
ミッ ンション 


ゲー ム は 与え られ た ミッ ショ ン を 、 

1 つ 1 つ クリ ア し て いく こと で 進行 する 。 

ミッ ショ ン を 終え る 度 に 、 内 戦 の 状況 も 変化 し て いく 。 
まず は ミッ ショ ン の 全体 像 を 知 ろ う 。 


MISSION 


作戦 結果 に よる シナ リオ の 変化 
シナ リオ や ミッ ショ ン 数 が 変化 する と い 
っ つて も 、 ま っ た く 違 う ス テー ジ へ と 分 岐 し 
で いく わけ で は な い 。 基 本 的 に は 下図 の よ 
うに 、 昔 う 必要 の な い ミ ッ シ ョ ン が ある 、 
と いう こと だ 。 例え ば 、 ミ ッ シ ョ ン A か 
ら ミ ッ シ ョ ン B へ と 向かう 場合 、A を 失敗 
する と 中 間 点 C に 敵 の 防衛 線 が 出現 し 、B 
へ 向かう 前 に “"C の 本 を 突破 する " とい 
う ミ ッ シ ョ ン が 追加 され る 、 と いっ た 具合 作戦 結果 - 
だ 。 シ ナリ オ 分 岐 に より 同じ 戦場 で も 作戦 プレ イ 内 宮 を 敵 的 に 表す 結果 報告 画面 。 シ ナ 
内 容 や 蔽 部 隊 が 変化 する 。 り オ の 庄 化 に も 能 回 を 怠 え る 。 


MISSION 1 


MISSION 2 


MISSION 3 


MISSION 4 


MISSION 5 


次 作戦 に 向け て の 準備 

ペー スキ ャ ンプ で は 、 次 の 作戦 に 向かう 
た め の 準 備 を 行う 

まず は サン ゴー ル 大 佐 か ら 作 戦 内 容 の 解 
説 が な され る の で 、 こ れ を し っ か り と 把握 
し て お く 。 次 に 、 英 部 隊 や 戦場 の 様子 な 
ど を 考え な が ら 、 機 体 の 武装 や 迷彩 色 、 
序盤 の 移動 ルー ト な ど を 設定 し て いく 。 
ここ で の 各 設 定 が 、 作 戦 の 遂行 に 大 きく 
彫 竹 し て くる こと は いう まで も な い 。 特に 
素 2 、 第 3 小隊 が 加わ っ て か ら は 、 中 隊 
内 の 攻守 の パラ ンス や 、 移 動 ル ー ト の 振り 
分 け な ど 、 選 択 の 幅 が 出 て くる 。 

すべ て の 準備 が 整っ た ら 出撃 。 一 度 出撃 
し た ら 、 作 戦 が 成功 か 失敗 し な い 限り 戻れ 
な い の で 、 と に か くじ っ くり と 準備 する こ 
と を 心掛け る よう に し て ほし い 。 


人 る サ シゴ ー ル 大 佐 の 三 ッ ンジ 説 肥 
り と 時 味 し て 備 に 取り か か 2 ろう 。 


ペー スキ ャ ンプ で の 
行動 


ペー スキ ャ ンプ 。 戦場 マッ プ や 散 部 隊 の 配置 な どか ら 、 
お お ま か な 戦 略 を 立て て いく 。 


BHSE CHNMP 
ーー 4 に ン ゴ ー ル 大 佐 か ら 次 の ミッ ショ ン に 
ミッ ショ ン 説 明 あの 2 en 


終わ る と 、 英 部 隊 ・ 作 戦 内 容 ・ 地 形 の 3 
項目 に わけ て 、 改 め て 確認 で きる よう に な 
っ て いる 。 こ の 情報 が 機体 整 備 な どの 指針 
と な る の で 、 し っ か り 把 握 す る よう に 。 


シナ リオ の 展開 、 作 戦 内 容 
前 ミッ ショ ン を 終え て ベー スキ ャ ンプ に 
戻っ て くる と 、 ま ず は 内 戦 の 状況 が 説明 さ 
れ 、 自 分 た ち が ど うい っ た 状況 の も と で 戦 
っ で いる の か を 知る こと が で きる 。 こ の 説 
明 は 、 再 度 確 対す る こと が で き な い の で 、 
読み 飛ば し の な いよ うに 注意 し て ほし い 。 
次 に 、 ミ ッ シ ョ ン の 作戦 内 容 の 解説 に 移る 。 
ーー どう いっ た 戦場 で 何 を 成す べき な の か と い 
3 っ た 任 全 体 の 説明 か ら 、 剖 部 隊 の 内 容 や 
注意 すべ き 敵 機 、 戦 場 の 地形 や 天 眉 な どの 
詳し い 情 報 が 伝え られ る 。「( 時 まで に 
(を 破壊 し ろ ] と いっ た 、 特 殊 な 条件 
が 提示 され る こと も ある 。 ま た 、 英 部 隊 
の 様子 な どか ら 、 ど うい っ た 戦い 方 が 有効 
か と いう よう な アド パイ ス を され る こと も 
ある の で 、 参 考 に する と いい だ ろう 。 
すべ て の 説明 が 終了 し て も 、 敵 部 隊 ・ 
作戦 ・ 地形 に 関し て は 、 再 度 確認 する こ 
と が で きる 。 機体 整備 な ど を し な が らち 改め 
て 作戦 内 容 を 分 析 し て いこ う 。 


全 内 戦 の 状況 は ブレ イ 内 容 で 委 化 し て いく 
し で ほぼ ほしい 。 これ は 後 か ら 再 確認 する こと は で き な い ぞ 。 


戦場 の 状況 

ミッ ショ ン 説 明 の 中 で も 、 特 に 注意 すべ 
き な の が 敵 部 隊 と 戦場 の 様子 (地形 ・ 天 
候 な ど ) だ 。 こ の 2 つの 要素 を 踏ま えて 
装備 する 武器 や ポル ト オ ン を 選択 し て いか 
な いと 、 ミ ッ シ ョ ン を スム ー ズ に クリ ア す 
る の は 難し く な る 。 特 に 地形 の 説明 の 中 で 
1 表示 され る 4 枚 の 戦 坦 の 写真 は 、 機 体 の 迷 
- ・ 彩色 を 選択 する 際 の 唯一 の 判断 数 料 。 無駄 
な 被弾 を 避け る た め に も 注意 し た い 点 だ 。 


後 体 整備 


各 小 約 の WAW の 、 装 備 武 器 の 選択 や 学 
習 バ ラン ス の 設定 な ど を 行う 。 ミ ッ シ ョ ン 
の 遂行 に も っ と も 大 き な 影 客 を 与え る の 
で 、 慎 重 に 設定 し て で いき た い 。 「 機 体 変更 ] 
は 、 新 た な 機体 が 支給 され る と 実行 可能 に 。 
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WAW の 学習 内 容 の バラ ンス を 設定 する 
項目 。WAW に 搭載 され て いる コン ピュ ー 
タ は 、 ミ ッ シ ョ ン を 重ね る こと で 、 人 徐々 
に “ 多 い 方 " を 学び 成長 し て いく 。 こ の 
“ 澤 い 方 " と は 、 基 本 的 に WAW の アク シ 
ョ ン の こと を 表す 。 つ まり 、 最 初 は 基本 
的 な アク ショ ン し か で き な い WAW が 、 成 
長 す る こと で 攻撃 ・ 防 御 ・ 移 動 の 複合 ア 
クシ ョ ン を と れる よう に な る の だ 。 ま た 、 
地形 に 合わ せ た 嘩 破 能力 な ども 上 昇 す る 。 

ミッ ショ ン が 進む に つれ て 瑞 も 手 強 く な 
っ て くる が 、 こ れ を 打ち 破る に は 高 性 能 な 
機体 や 強力 な 武器 は も ちろ ん 、 戦 闘 を 重ね 
成長 し た WAW の "頭脳 " が 必要 に な る 。 


ド 諾 所 | 
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参 移 動 速 度 や ジャ ンプ ブ の 飛 下 格 と いっ た 。 基本 動作 の 攻 力 が 上 昇 , 
また 、 秦 雑 な 地形 に 対応 する 名 破 能力 も 上 が る 


WAW の 学 


学習 内 容 は 、 機 動力 ・ 攻 撃 力 ・ 防 御 カ 
の 3 項目 に 振り 分 けた 学 避 パ ラメ ー タ に よ 
っ て 決ま る 。 振 り 分 けた 数 値 が 高い 項目 ほ 
ど 学 習 ス ピー ド が 早く な る 


鍛 攻撃 アグ ショ ン の パリ エー ショ ン や 命中 策 主 、 バ ッ ク ウ ェ ボ ン の 
使用 串 度 な ど 、 攻撃 に 関す が 向上 する 


も プ 」 


更 訳 の 攻撃 
能力 な ど が 向 


装 し て 。 個 壮 す る 能力 、 ジ ー ル ド を 使用 し て 訪 癌 する 
する 


バラ メー タ よる 3 
総合 値 が 100 で ある パラ メー タ を 3 項目 

に 振り 分 け 、 その バラ ンス に よっ て 下図 の 
明 よ うな アク ショ ン を 習得 。 機動 カ 防御 カ 
= 回 避 率 の 上 昇 と いっ た 相互 関係 に 注目 。 


「 学 習 設定 ] は 、 適 当 に パラ メー タ を 振 
り 分 け て お け ば いい と いう も の で は な い 。 
小隊 、 機 体 単位 で 、 ど うい っ た タイ プ の ユ 
ニッ ト に 育て る の か を 明確 に し て お くべ き 
だ 。 こ こ で は 、 パ ラメ ー タ の 振り 分 け に よ 
る 成長 タイ プ の 違い や 、 振 り 分 け の コツ な 
ど を 解説 し て いく 。 [学習 設定 ] を 行う 際 
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の 参考 に し て ほし い 。 

WAW が 戦闘 を 重ね る こと で 成長 する と 
いっ て も 、 1] つの ミッ ショ ン で 意 激 に 成長 
する こと は な い 。 ス ター ト 時 か ら 、 ポ ボイン 
ト を 絞っ て 学習 させ て いく 必要 が ある 。 ま 
た 、 途 中 参加 する 第 2 、 第 3 小弓 と の 学習 
パラ ンス も 考え な けれ ば な ら な い 。 
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信 要 体 単位 で 学習 設定 を 要 え る 場合 は 、 装 備 起 
箇 に も 充分 注意 を 払い た し !。 


いい 


速攻 ・ 容 撃 タ イプ 
機動 力 と 攻撃 カ に 重点 を り 
置く こと で 、 行 動 の スピ ー ド アッ プ や 移動 還 
攻撃 の 充実 と いっ た 成長 に つなが る 。 素 早 

く 敵 に 接近 し 、 一 気 に カ タ を つけ る 束 攻 型 
と な る 。 し か し 受け の 乏 し さ は 大 き な 惨 点 。 
開け た 地形 で 敵 の 攻撃 を 受け る と 危険 だ 』 
序盤 か ら こ れ で 押し 通す の は 難し い だ ろ う 。 語 


ム 高 い 沙 大 能力 を 活か し 、 本 攻撃 を 
受け る 前 に 撃 疲 で きれ ば いい の だ が ・- 


WAW を 育て る 方 法 と し て 、 小 隊 単 位 て 
同じ 学習 設定 を する 場合 と 、 小 層 内 の 機体 請 
ご と に 逢う 設定 を 行う 場合 の 2 通り が 考え | 
られ る 。 小隊 単位 で の 設定 は 上 記 の 3 タイ 
プ が 基本 。 機 体 単位 で 設定 を 変え る 場合 も 、 
基本 的 に は 上 記 の 3 タイ プ と な る 。 英 の 前 
面 に 止ま っ て 、 バ ッ ク ウ ェ ボ ポン や ガー ド 攻 。 3 
撃 す る 守備 タイ プ 1 機 と 、 側 面 に 回 り 込 ん 
で 攻撃 する 速攻 ・ 支 援 タ イプ が 2 機 と いう 
の が 適当 な と ころ か 。 攻守 の 指示 が 小 肖 単 
位 で し か 行え な い の で 、 扱 い は 難し く な る 。| 


陽動 ・ 支 援 タ イプ 
が 機動 カ と 防御 力 を 高め る 1 
モエ ーー こと で 、 防 御 ・ 回 避 能 力 が 飛 座 89 に 上 昇 す 
る 。 ま た 、 踏 破 能力 も 高く な る の で 、 複 
。 雑 な 地形 で も 素早 い 移動 が 可能 に な る 。 こ 
(の タイ プ の ユニ ッ ト は 、 英 部 隊 を 陽動 し た 
り 、 味 方 の 援護 に 駆け つけ る と いっ た 、 支 
援 活動 が 向い て いる 。 


ーー / 富 


ます ニ R 
全 敢 の 攻撃 を 回 避 す る 能力 が 高く な れ ば 、 各 部 
隊 を 誘い 出し た りす る 員 動 名 隊 と し て 使え る 。 


リバ ーッ > 


ォ -。 パラメータ の 振り 分 け に より 、 上 記 の よ 
うに タイ プ 別 に 成長 させ る こと が で きる 
が 、 3 つの 項目 は すべ て 重要 な も の な の で 、 
。 ある 程度 成長 し た 時 点 で 振り 分 け 数 値 を 変 
中 更 し て いっ た ほう が いい だ ろう 。 

例え ば 下図 の 場合 、 最 初 の 設定 の まま で 
は 、 い つま で た っ て も 攻撃 力 が 成長 し な い 。 
_ その た め 機 動力 ・ 防 御 カ が ある 程度 成長 し 
た 時 点 で 、 攻 撃 力 に 割り 当て る 数 値 を 増 や 
し て いく と いう 方 法 を と る 。 

現在 の 学習 状況 を 表す グラ フ と 、 戦 場 で 
の WAW の 動き を 見 な が ら 、 徐 々 に バラ ン 
ス を 調整 し て いく よう に し た い 。 


例 と し て 電動 カカ 防 押し た 
に 45、 攻 撃 力 に 10。 割 度 成 長 し た と ころ で 、 設 成長 が 遅れ て いる 
開店 信 か 0 で は ′ ま 定 を 変 可 。 ここ で は 防 問 。 攻 加 力量 視 に 切り 全 


っ た く 学 習 し な い の で 要 
か 加 需 目 と も 常に 


10-20 は 神 り 当て る 。 が へ と 才 


胡 動 力 と 防御 力 が ある 程 


ーー る 。 も ちろ ん 坊 列 力 に も 
, 機動 力 の 数 値 を 攻撃 


Q 
守備 ・ 迎 疫 タ イプ 叶 
攻撃 力 と 防御 力 を 高め る 
こと で 、「 ガ ー ド 柚 ち ] と いっ た 複合 動作 
を 覚え て いく 。 敵 の 前 面 に 出 て 撃ち 合っ て 
も 耐え る こと が で きる だ ろう 。 重要 拠点 や 
英 の 進攻 ルー ト の 寸断 な ど 、 待 ち 受け て 攻 
撃 す る 戦術 に も 向い て いる 。 た だ し 、 シ ー 
ルド の 防御 力 に だ け は 要 注 意 。 


防御 する の も いい が 、 シ ー ル ド が 壊れ て し ま 
うど さす が に 乱 御 力 が 心 ちと な く な る 。 
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1 . 呈 謙 

| ーー の 30 
回 避 N 40) 当 全 940 
隊 


人 最初 は 2 項目 に 重点 を 置き 、 徐 々 に 残り の 1 
項目 の 割り 当て を 増やし て いく 。 


数 値 を 副 り 当て 、 ざ ら な 
る 成長 を 求め る 。 


目 ED 
[2H2 ラ ラド ハウ ンド G | 者 マッ 8 イー 


肪 斬 力 と 機動 才 が 却 実 
し 、 林 可 入 禄 能力 が 充 
分 成長 し た ら 、 残 り の 攻 
撃 力 に 大 半 の 致 騙 を 割り 
当て 、 攻 撃 力 を 一 拒 に 上 
界 さ せる る 。 
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兵 装 選択 


ご と に 、 メ イン アー ム か ら ボ ルト 
オン まで の 、 4 種類 の 武器 装備 を 施す 。 こ 
こ で の 武器 選び が 、 戦闘 に 大 きく 影響 する 
ご と は いう まで も な い 。 攻撃 だ け で な 
く 、 学 習 設定 や 貢 部 隊 の 内 容 、 戦場 の 地形 
な ども 考慮 し て 選択 し て いこ う 。 
武器 は 中 隊 が 保持 し て いる も の の 中 か ら 
選択 で きる が 、 そ れ ぞ れ 現 在 所 有 し て いる 
数 し が 使用 する こと が で き な い 。 各 小 障 の 
攻撃 力 が バラ つか な いよ うに 注意 し よう 。 
また 、 一 度 バ トル フィ ー ル ド へ 出る と 、 作 
戦 が 終 了 し て ベース キャ ンプ に 帰 四 する ま 
で 、 武器 の 換装 は で き な く な る 。 出 机 前 に 
装備 を し っ か り と チェ ッ ク す る こと を 忘れ 
な いよ うに し て ほし い 。 


an Oi Q0 自 
UMU | uu 


MD U1 し U 1 
も も イヤ か 0O0 FPN 
SU に UU 1M 
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(上 ) 


全 迎 沈 の 有無 は 、 主 に バッ クウ ェ ポ ボン の 合用 


に 能 引 す る 。 疫 部 隊 の 内 容 に も 注目 。 


に ニュ 
BU よむ) CU 4 せ 


開 部 隊 に 歩兵 が 多い 場合 は 、1 発 の 攻撃 
力 は 低い が 広範 囲 に 攻撃 で きる マシ ン ガ 
ン 。 多 脚 戦車 が 多い 場合 は 攻撃 力 の 高い ガ 
ン や バッ クウ ェ ポ ボン の キャ ノン 。 穫 蔽 物 が 
多い 戦場 で は 接近 畿 が 多く な る た め 、 バ ッ 
クウ ェ ポ ン に 射程 距離 が 短く 広範 囲 に 攻撃 
で きる グレ ネー ド を 。 逆 に 開け た 地形 の 戦 
場 で は 、 射程 距離 が 長く 命中 率 が 高め の ミ 
サイ ル を 選択 する な ど 、 主 に 英 部 随 と 地形 
が 武器 選択 の ボイン ト と な る 。 作戦 内 容 を 
確認 し つつ 、 兵 装 を 考え て いこ う 。 


接近 戦 用 の 銃器 で 、 マ シン ガン と ガン が 


還 ある 。 マ シン ガン は 1 発 の 攻撃 力 が 低く 身 


届 弾 数 が 多い 。 ガ ン は その 逆 だ 。 左右 撃 ち 
な どの 動作 を 覚え れ ば 、 よ り 広 範囲 に 攻撃 
で きる よう に な る 。 


主 に 長 距 離 か ら の 攻撃 を 行う 武器 だ が 、 
グレ ネー ド は ほぼ メイ ン ア ー ム と 変わ ら な 
い 射 程 距離 と な っ て いる 。 他 に ミサ イル 、 
ロケ ッ ト 、 キ ャ ノン が あり 、 弾 数 に 制限 が 
ある の が ボイン ト だ 。 


回 恒 理 ュ 計 
に 手 - ーー ニニ テディ 
2 
友 PT も 玉 
、 


全速 中 放 か ら 攻 共 で きる 武器 。 攻撃 力 が 高い が 、 
憶 数 制限 が お ある の で 使い 所 が 難し し )。 
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英 の 攻撃 を 防御 し 機体 自体 に は ダメ ー ジ 
を 与え な い 。 シールド に は 機体 と は 別に 耐 
スカ が 設定 され て お り 、 防 御 す る ご と に 減 
少 。 最終 的 に は 破壊 され て し まう の で 、 シ 
ー ル ド に 頼り 切る の は 問題 あり 。 


| 


レプ デ mp 
全 麗 の 攻 四 を 防 但 する こと が で きる が 、 ジ シー ル 
ド の 信久 力 に は 注意 が 必要 。 


各 機 体 に 殺 准 する 補助 的 な ユニ ッ ト 。 全 
部 で 7 種類 あり 、 各 種類 の 中 で も 性 能 の 異 
な る ユニ ッ ト が 複数 用 意 さ れ て いる 。 ボ ポル 
ト オ ン は 装備 する こと で 、 それぞれ の 役割 
に 合わ せ て 自動 的 に 使用 され る 

F A』 に は ショ ッ プ と いう も の が 存在 せ 
す 、 新 た な 武器 な ど は すべ て 軍 か ら の 支給 
品 と いう 形 で 入手 する が 、 ボ ルト オン に 限 
っ て は “ 死 の 商人 人 " と 呼ば れる 人 物 か ら 購 
入 す る 。 この と き 、 お 全 の 代わ り と な る の 
が 、 作 戦 報酬 で 得 ら れる 「 カ ウン タ 」| だ 


地 和 7、 


ル 用 バル カン 洲 バッ ド 。 機 條 に 授 
イル な 疫 ち 落す 。 


装 背 し た 機体 の 使用 する 、 す べ て の 下 問 
の 欠 中 詳 を 高め る 俺 制 シ ステ ム 。 


バッ クウ エボ ン 用 の 予備 信 信 。 弾 切れ を 
起こ し た と き に . 動 的 に 装 纏 され る 


更 動 双 凍 用 バー ニア バッ ク 。 和 区 動 力 と 
王宮 が 大 粗 に 褒 よ する 。 


と こ で . _ や W( 二 りこ うい : う 時 は 
ほえ あれ は 克 い な し 、 タ マ は 
い の と 大 きい の が 一 益 。 e 


航 射 を 抑え 、 、 訟 ミサ イル の 人 中 を 
げ る に と が で 


| か 卓 
中 。 1 清 
性 双 、 
2 る 人 どり だ 
る 高尾 ーー プ 。 


周 陸 に 煙 交 を 洋 る 。 回 選 寺 が 大 幅 に 同上 
する が 、 自 尼 の 攻撃 の 命中 所 低下 する 。 


“ 死 の 商人 " 

ポ ボルトオン 用 の 商品 を 換え 、 ベ ペース 
を 訪れ る 謎 の 人 物 。 試 明 居 売 を し て 
お り 、 死 の 面 人 "と 大 ば れる 。 
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- 。 上 詩 


接近 茂 、 長 距離 攻撃 の 両方 に 対応 で きる 
平均 型 。 メイ ン ア ー ム 、 バ パッ クウ ェ ポ ン と 
も 命中 率 が 重視 され 、 確 実に 攻撃 を ヒッ ト 
させ る こと が 優先 され る 。 シ ー ル ド も 装甲 
の 厚い も の が 選択 され る の で 、 防 御 面 で も 
心配 は 少な い 。 あ ら ゆ る 地形 、 作 戦 に 無理 
な く 対 応 で きる タイ ブ と いえ る 。 

学習 設定 は 上 (機動 カ ) か ら 30・40・ 
30 の バラ ンス 重視 型 。 平 均 的 な 学習 を さ 
せる こと が で きる 。 


め の ae 
vs 
同定. 導 
ーー AA wo 


ふも っ と も 無 秦 な 義 備 どい える 平均 型 。 分 中 主 
重視 で シー ルド の 装 四 が 厚い の が 特徴 。 


BHSE CHNP 


小隊 単位 で 、 兵 凌 を 自動 的 に 選択 で きる 
コマ ンド 。 平均 型 ・ 強 襲 型 ・ 支 援 型 の 3 タ 
イプ か ら 選 択 で き 、 現在 所 有 し て いる 武器 
の 中 か ら 自 動 的 に 選択 され 、 装備 され る 。 
また 、 選 択 し た タイ ブ に よっ て 学習 設定 も 
変更 され る 。 独自 の 学習 設定 を 行い た い 場 
合 は 、 簡易 兵 疲 を 選択 し た あと に 、 学習 設 
定 を 行う よう に する 。 


総合 的 な 攻撃 力 の 高 さ を 重視 する の が 強 
製 型 。 メ イン アー ム が マシ ン ガ ン 、 バ パック 
ウェ ポン が グレ ネー ド と 、 接 近 織 を 想定 し 
た 装備 と な っ て いる 。 機動 力 、 攻撃 力 の 学 
習 レ ベル が 高い 小 隙 に 適し て お り 、 速 攻 ・ 
短期 決 澤 型 と も いえ る 。 遊 蔽 物 が 多い 戦場 
に 向い て いる タイ プ だ 。 

学習 設定 は 上 か ら 40・10・50 と 、 回 避 
率 を 重視 し た 配分 と な る 。 回 放 反 応 が 素早 
く 、 ダ メー ジ を 受け ず に 英 に 接近 する 。 


全 厩 動力 を 活か し て 側面 、 背後 か ら 季 に 接近 し 、 
一 気 に 攻撃 な 仕掛 ける 強 白 虹 。 


平均 型 と 同じ く 、 命中 率 に 重点 を 置い た 
装備 と な る 支援 型 。 メ イン アー ム は 1 発 の 
攻撃 力 と 命中 率 の 高い ガン と な る の で 、 接 
近 旨 を 仕掛 け て いる 部 隊 の 後方 か ら 、 揚 護 
する 形 で 攻撃 する スタ イル に 適し て いる 。 

学習 設定 は 上 か ら 10・70・20 と 、 攻撃 
力 を 重視 し た 設定 な る 。 


人 る 沿 交 中 の 部 隊 の 後方 か ら 現 雇 。 ポ ルト オン は 
バッ クウ ェ ポ ン 用 の 予備 弾 條 を 装 落 し て お こう 


二 き 
〒 『 で 
4 。 
ふる 予め 用 門 ざ され て いる 16 色 の 中 か ら 、 戦 爆 
週 し た 色 交 の 之 及 色 を 選択 の 
に る 4 ゃ が 
ジャ ング ル 、 夜 間 戦 闘 な ど 
CS く VS VK 誠 OH 所 08 当 BCRO 
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切な 遂 条 色 上 いえ る だ ろう 


9/ 
* 


* 原 や 海 療 ・ 市 街 地 な ど で 
日 い 色 は 目立ち 
所 すれ ば 


フィ ー ル ド と 同系 統 
迷彩 色 を 選択 する 際 に は 、 明 る さだ け で 


な く 戦 場 の 色相 ( 色 の 種類 ) を 考 上 應 する 必 
要 が ある 。 例 えば グリ ー ン が 大 部 分 を 占め 
る ジャ ング ル で サン ドブ ラウ ン や カー キ と 
いっ た 赤 ・ 黄 系 の 色 は 目立つ し 、 岩 場 や 砂 
漠 など で は オリ ー ブ グ リー ン や ネイ ビ ピー ブ 
ルー と いっ た 緑 ・ 青 系 が や は り 目 立つ 。 革 
場 と 同系 統 の 色 を 選択 する の が 正解 だ 


戦場 の 地形 に 溶け 込む よう な 色彩 の 塗装 
を 施す こと に より 、 滴 の 視覚 的 な 認識 率 を 
低下 させ る の が 迷彩 湊 装 の 目的 だ 。 ミ ッ シ 
ョ ン 説 明 で 得 ら れる 戦場 の 情報 を も と に 、 
用 意 さ れ た 16 色 ( 右 ペ ー ジ 参照 ) か ら 迷 彩 
色 を 選択 。 敵 の 攻撃 の 命中 率 を 下げ る こと 
が で きる 。 迷彩 塗装 は 全 小 層 に 共通 し 、 小 
隊 や 機体 単位 で の 変更 は で き な い 

は 、 実 際 の 戦場 と 迷彩 塗 茜 に よる 
視覚 効果 の 例 を 解説 する 。 迷 彩色 を 選択 す 
る 際 の 参考 に し て ほし い 
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ター ゲッ ト 設 定 で 表示 され る 戦場 マッ プ 
に は 、 味 方 の 加 小隊 と 敵 部 隊 の 他 に 、 難 
所 に 設定 され た 中 継 点 が 表示 され る 。 基 本 
的 に 、 移 動 ル ー ト は この 中 継 点 を 目標 ボ ポイ 
ント と し て 設定 し て いく こと に な る 。 各 小 


隊 と も 、 一 度 に 設定 で きる 目標 ポイ ント は 
3 ヵ所 まで 。 ご この 3 ヵ所 を 結ぶ ライ ン が 、 
実際 の 移動 ルー ト と な る 


設定 画面 開き 、 


次 の ルー ト を 設定 


ター ゲッ ト 設 定 で は 、 敵 や 味方 の 部 隊 を 
目標 と し て 設定 する こと も で きる .。 こ の 場 
合 、 小 隊 は 中 継 点 を 無視 し て 直接 その 部 隊 
を 目指 す ル ー ト を と る 


が 移 動 し て も 、# 
「 攻 撃 目 標 ] と し て 


1 つ 且 の 中 継 点 や 現在 の 位置 で 待機 し た 


い 場 合 は 、3 つ の 目標 を 同一 箇所 に 設定 す 
れ ぼ いい 。 中 継 点 以外 で 待機 し た い 場合 は 、 
移動 中 に 自 小隊 を 目標 に し て 設定 する 


守 た く な い 志 合 は 、 邊 
ヵ所 を 同 ! 設定 に 


移動 中 に ルー ト を 変更 し た い 場 合 は 、 ス 
ター ト ボ タン で ター ゲット 設定 画面 に 切り 
替え 、 改 め て 設定 する 。 目標 ポイ ント へ 
向かう 途中 で も 、 進 路 変更 が で きる ,。 


各 小 隊 の 移動 ルー ト を 、 中 継 点 や 英 部 隊 
を 目標 と し て 3 目標 まで 設定 。 間 小 泣 と も 

この 設定 ルー ト に 従っ て 移動 する 。 作 戦中 
に も 次 の ルー ト を 設定 し て いく 


順 | 


支援 設定 ~ 叶 
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ミッ ショ ン に よっ て は 、 後 方 支援 隊 に 支 
援 爆撃 を 要請 する こと が で きる 。 タ ー ゲ ッ 
ト 設定 の 中 の 「 支 援 設定 ] で 、 攻 撃 目 標 
と 攻撃 開始 時 間 を 設定 すれ ば 、 任 中 自動 
的 に 煙 撃 が 行わ れる 。 支援 爆撃 を 必要 と し 
な い 場 合 は 「 支 援 な し | を 選択 


支援 爆撃 の 注意 点 
支援 爆 密 の 設定 は 、 バ トル フィ 
ー ル ド で は 変更 する こと が で き な 
い 。 爆 表 開 始 時 間 を あま り 長 くし 
て し まう と 、 爆 避 前 に 戦闘 が 終わ 
っ て し まう こと も あり うる 。 ま た 、 
目標 請 衣 の 周囲 一 帯 を 無 差別 に 爆 
撃 す る 場合 が ある 。 サ ンコ ゴー ル 大 
佐 の 注意 を 聞き 選 ら さ な い よう に 。 


へ 音 臣 開 災 で の 最 拓 時 間 は 2 分 。 
半 間 設定 は 慎重 に 行う よう に 。 


信 の 


全 無 送別 民 厩 に 圭 ぎ 込ま れ な いよ う 
に . 小杉 を コン トロ ー ル じ よ う 。 


支援 場 机 
支 下 設定 に よ つ て 、 攻 加 へ り 人 や 細 花 
な ど で 貢 部 犬 を 爆撃 。 ミッ ショ ン に よ 
っ て 使用 長 問 な ど は 興 な る 。 


バ パ バトルフィールド 
で の 行動 


5 「 ペー スキ ャ ンプ で の 出撃 準備 を 終え 、 

BHIILE FIELU < トル フィ ー ル ド へ 出 て 作戦 を 開始 する 。 
ここ で は 移動 ・ 攻 撃 と いう 戦闘 の 2 本 の 軸 を 中 心 に 、 

バトル フィ ー ル ド で の 行動 を 解説 する 。 


各 小 様 が 指令 に より 行動 

各 小 隊 に 行動 の 指針 を 与え る 5 つの コマ 
ンド を [小隊 コマ ンド ] と いう 。 プ レイ ヤ 
ー は 中 隊長 で ある マッ コイ の 立場 で 、 小隊 
コマ ンド に よっ て 各 小 随 に 行動 指示 を 与え 
て いく 。 各 小 隊 は その 指示 に 従っ て 、 移 動 
や 攻撃 な どの 行動 を 行う の だ 。 

バト ルフ ィ ー ル ド で は 、 移動 一 蔽 捕捉 
攻撃 と いっ た 流れ で 涯 闘 を 行っ て いく 。 吾 
小隊 は 「 ターゲット 設定 ] で 指示 され た ル 
ー ト に 沿っ て 移動 し 、 敵 部 隊 を 射程 内 に 提 
える と 、 メ イン アー ム や バッ クウ ェ ポ ボン を 
使用 し て 攻撃 を する こと が で きる 。 

小弓 コマ ンド の 「 行 動 設定 ] と 「 攻 撃 設 
定 ] は 、 戦 闘 に 直接 関わ っ て くる コマ ンド 
だ け に 、 も っ と も 使用 上 度 が 高い 。L 1 
R 1 ポ ボタン に よる 小隊 の 切り 圧 え や 小 惨 コ 
マン ド の 実行 は 、 戦闘 の 状況 を 見 て 素早 く 
行う よう に し よう 。 

他 に も ター ゲッ ト 設 定 の 変更 や 補給 の 指 
示 、 カ メラ ワー ク や レー ダー 表示 の 選択 な 
ど 、 様 々 な 行動 を と る こと が で きる 。 タ ー 
ゲッ ト 設 定 以外 の コマ ンド は 、 選択 ・ 実 行 
中 も 、 戦 闘 が リア ル タ イ ム で 続い て いく の 
で 注意 し て ほし い 。 も た も た し て いる と 、 
作戦 失敗 の 愛 き 目 を みる こと に な る ぞ 。 


BHTTLE FIELD 
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小隊 の 移動 方 法 に 関す る 指示 を 出す コマ 
ンド 。 攻撃 行動 を 重視 し て 移動 する が 、 防 
御 ・ 回 避 行 動 を 重視 し て 移動 する か の 選択 
と な る 。 この [行動 設定 ] に 関し て は 、 コ 
マン ドウ イン ドウ を 開い て 切り 替え な く で て 
も 、 セ レク ト ボ タン を 押す こと で 攻 補 が 切 


り 替 わる よう に な っ て いる 。 
E 疫 部 隊 に 摘 近 する と 、 攻 撃 タ ー ゲ ッ ト が 
守 が 表示 され る 。 ター ゲット が 表示 され た 敵 ユ 


EE ニッ ト は 装備 武器 の 射程 内 に お り 、 攻 撃 す 
る こと が で きる 。 タ ー ゲ ッ ト に 表示 され る 

き 数 値 は 、 左 が ユニ ッ ト ナ ン バ ー、 右 が その 

呈 ユニ ッ ト ま で の 距離 を 表す 。 お よそ 1000 

を 1 と し た も の が 、 射程 距離 の 目安 と な る 。 


攻撃 行動 を 重視 し た 行動 を と る 。 敵 を 捕 敵 の 攻撃 に 対す る 防御 や 回 避 運 動 を 重視 

捉 し た ら 、 装備 武器 に よる 攻撃 を 開始 す し た 行動 を と る 。 防御 ・ 回 避 の 発生 頼 度 や 
る 。 射程 内 の 敵 を 全 減 さ せる と 、 再 び 設 定 確実 性 が 高く 、 敵 の 長 距離 攻撃 に 対し て も 
ルー ト に 従っ て 移動 を 開始 する 。 防御 ・ 回 "あま り ダ メー ジ を 受け る こと な く 移 動 で き 
避 行 動 も と る が 、 発 生 聞 度 や 確実 性 は 低い る 。 た だ し 、 痛 後 か ら の 攻撃 に 対し て は 反 
た め 、 射 程 外 の 英 が 長 距 離 攻撃 を 仕掛 け て で 応 が 鈍る 傾向 に ある の で 注意 が 必要 だ 。 開 
くる と 不利 な 状況 に な る 。 けた 地形 で 選択 し て お く と いい だ ろう 。 


攻 役 設定 一 一 


「 攻撃 設定 ] は 、 攻 撃 目標 と な る 英 ユ ニッ 
ト を 判別 する 方 法 を 設定 する コマ ンド だ 。 
「 集 中 攻撃 | と | 拡散 攻撃 ] の 2 種類 が あ 
り 、 部 胡 の 内 容 に よっ て 使い 分 け で いく 
と いい だ ろう 。 其 本 的 に は 、 戦車 な ど 
“固い " 英 は 集中 攻撃 、 歩 兵 な ど 耐 久 力 の 
低い 英 は 拡散 攻撃 で 戦っ て いく 。 


[集中 攻撃 | は 、 複数 いる 問 ユ ニッ ト の う 
ち 、 1 機 だ け を ター ゲッ ト と し て 政 撃 を 加 
える 方 法 。 攻撃 目 標 の 敵 に は 通常 の ター ゲ 
ッ ト が 、 射 程 内 に いる 他 の ユニ ッ ト に は へ 
型 の 予備 ター ゲッ ト が 付く 。 材 に 小 剛 の 
攻撃 を 集中 で きる た め 、 耐 久 力 の 高い 敵 な 
ど に 有効 な 攻撃 方 法 と いえ る 。 攻撃 目標 は 、 
方 向 キ ー に よっ て 予備 ター ゲッ ト が 付い て 
いる 英 に 切り 替え る ご こと も で きる 。 


射程 距離 に 捕捉 し て いる 敵 


現在 攻撃 目標 と な っ て いる 散 


| 
玉 さ 


タタ エ ゲッ ト の 切り 替え 
下り が 攻撃 ター 

攻撃 目 環 は 、 リ / 

の 付い で て しい: 


女 り 0 
っ 先 に 倒し た し 表 に タダ ー ゲ y ト を 苔 む せ よう 


「 拡 散 攻撃 ] は 、 射程 内 に 捉え た 英機 すべ 
て を 攻撃 目 様 と する 繊 法 だ 。 小 隊 の 3 機 の 
WAW が 、 そ れ ぞ れ の 判断 で ター ゲッ ト 表 
示さ れ て いる 敵 を 攻撃 する 。 歩 兵 や 装甲 車 
な ど 、 耐 久 力 が 低く 数 だ け 多 い 瑞 部 隊 と 戦 
うと き な ど は 、 拡 散 攻撃 で 一 気 に ケ リ を 付 
けら れる 。 英 部 隊 が 、 多 脚 戦車 の 様 に 耐久 
力 や 攻撃 力 の 高い 英 ユ ニッ ト を 含ん で いる 
場合 、 も ちろ ん 集中 攻撃 で 多 脚 を 撃破 し て 
し まい た い が 、 そ の 間 に 残り の 殆 機 か ら 攻 
撃 を 受け る も の 顔 だ 。 多 脚 以 外 の 英 が 歩兵 
や 装甲 車 な ら ば 、 拡 敵 攻 撃 で 先 に 片付け て 
し まい 、 後 で ゆっ くり と 多 脚 を 旨 理 する と 
いう 手 も あ る 。 例 えば 多 脚 戦車 3 機 と いう 
構成 で は 、 拡 散 攻 撃 で は 1 機 を 倒す の に 時 
間 が か か っ て し まう の で 、 集 中 攻撃 で 1 機 
ずつ 素早 く 撃 破 し た ほう が いい だ ろう 

敵 部 隊 の 内 容 や 敵 の 攻撃 手段 な ど を 考慮 

て 、 攻撃 方 法 を 使い 分 け よ う 。 ま た 、 複 
数 の 小隊 で 同時 に 攻撃 する 場合 な ど 、 小 隊 
ご と に 攻 到 方 法 を 変え る の も 有効 だ 


た 
+ 


信 卓 程 内 の す ず すべて が 攻撃 目標 と な る 。 た だ し 、 
一 度 に 捕捉 で 寺 る の は 1 小隊 に つき 4 松 ま で 


人 る 捕 近 し た 敵 に 、 難 概 が それ ぞ れ の 判断 攻 加 
を 加え る 。 重 久 力 の 低い 瑞 向 ぎの 履 軸 方 法 た 


支援 爆撃 と と も に 、 後 方 支援 隊 の 任務 と 
な っ て いる の が 補給 だ 。 各 小 了 肖 の WAW の 、 
シー ルド と バッ クウ ェ ポ ン の 弾倉 を 補給 す 
る こと が で きる 。 た だ し 、WAW 自 体 の 耐 
久 力 を 回 復 さ せる こと な ど は で き な い の で 
注意 し て で ほしい 。 ま た 、 補 給 回 数 は 作 光 結 
果 の 判定 に 影響 を 与え る 。 


* を 受け る に は 


補給 は 、 後 方 支援 隊 に 配備 され て いる 補 
給 用 の WAW を 使い 、 あ ら か じ め 戦 場 に 設 
定 さ れ で て いる 補 給 ボイン ト で 行わ れる 。 そ 
の た め 、 補 給 を 要する 小隊 は 、 補 給 機 と 接 
表 す る まで 徐 退 し な けれ ば な ら な い 。 補給 
の タイ ミン グ は プレ イヤ ー が 指示 で きる . 
各 小 隊 の 状況 を 常に チェ ッ ク し な が ら 
各々 に 指示 を 与え て いく 

補給 の 指示 を 与え た 小 公 は 、 補 給 機 の い 
る 地点 まで 自動 的 に 後退 (移動 ) する 。 補 
給 機 と 接 能 す る と 「 シ ー ル ド 」「 給 弾 」 の 
指示 に 従っ て 、 補 給 が 開始 され る 。 すべて 
の 補給 が 欠 了 する と 、 小 隊 は ター ゲッ ト 設 
定 で 指定 され た 目標 地点 に 向け て 、 再び 移 
動 を 開始 する 

補給 前 や 補給 中 に 、 補 給 機 が 敵 に 腕 わ れ 
撃破 され た 場合 、 そ の ミッ ショ ン で は 以降 
の 補給 が で き な く な る 。 補給 指 示 を 出す と 
き は 、 辺り の 状況 を 充分 に 確認 し た 上 で 実 
行 す る よう に し よう 。 

後方 支援 隊 は 最初 は チャ ミリ 1 人 の た め 
補給 機 も 1 機 。 第 1 小 強 し か 補給 で き な い , 
新た に ボ ギ ナ ー ル 、 キ シュ が 加わ る と 、3 
小骨 が 同時 に 補給 で きる よう に な る 


BHIILEFIELD 


2 に: 補給 の 内 容 
記 人 実際 に 補給 され る の は 、 シ ー ル ド の 交換 
上 / ee と バッ クウ ェ ポ ン へ の 状 弾 。 機体 の 耐 久 カ 
』 | ん た - 和 は 回 復 し な い 。 シ ー ル ド は 中 隊 が 所 持 し て 
* いる スト ッ ク の 中 か ら 、 新 し いも の と 交換 
も gs 綴 衣 A する 形 に な る 。 防御 力 や 残 数 に 注意 し て 選 
補給 指示 択 し よう 。 ま た 、 補 給 し て いる 間 も 時 間 の 
シー ルド の 胡 久 力 、 バ ッ ク ウ ェ ポ 流れ は 止ま ら な い の で 、 補 給 地 点 の 選択 や 
0 コマンド の [ 科 給 交戦 中 の 小隊 の 状況 な ど 、 充 分 に 注意 する 


必要 が ある 


人 ゐ 、 強がっ て みて も ルド が な く な れ ば 肪 

問 力 ば 半減 。 メー ジ を 食らう 前 | 

RE 

ニニ ト ーー テー テー ーー ーー か ョ 2 

ニニ ーー ニー ーー he 
ーー スペ か 、 っ 

ーッ - 

pe ーー 


1 


委 り Rh が プ 」 2 
し か た ね お ぇ 、 突っ 込む げ ! 


に 症 つ て 補給 が 開始 ざれ 
機 1 機 に つき 1 小 職 の 補 


各 小 隊 ご と に 、 小 隊 の 評 し い 情 報 を 得 ら 
れる 。 現在 の 行動 ・ 攻 撃 設定 や 使用 機種 、 
使用 起 器 の 詳細 、 学習 値 、 機 動力 や 耐久 カ 
な ど を 一 覧 で 表示 。 表示 中 も 時 間 が 流れ て 
ュー = UN いる た め 、 こ れ ら の 数 値 は 刻々 と 変化 し て 
ーー ター] いく 。 特に バッ クウ ェ ボ ポン の 射程 や 残 弾 の 

確認 に 使用 する こと が 多い だ ろう 。 


功 昌 「< 
岳 


SD し は It 寺 | 
ム 交 泊 中 に も 表示 で きる が 、 表示 学習 填 や バッ クウ ェ ボ ン の 午 各 
中 は 他 の コマ ンド が 使え な い 。 や ヤ 残 独 吾 の 確認 に 使用 し よう 。 


に 


マッ コイ の 搭乗 する 101 号 機 が 撃破 され 
る 前 に 、 戦 場 か ら 搬 退 す る こと の で きる コ 
マン ド 。 た だ し 、 第 1 小隊 が この コマ ンド 
を 実行 し た 時 点 で 作戦 失敗 と みな され る 。 
第 2 、 第 3 小隊 に も 個別 に この 指示 を 出せ 
る が 、 こ ご の 場合 は 指示 され た 小隊 は 戦場 か 
ら 離 脱し 、 残 っ た 部 隊 で 作戦 を 続行 する 。 
償 程 の こと が な い 限 り 、 ま ず 使 用 する こと 
の な い コ マン ド だ 。 


第 2、3 小 隊 の 搬 退 


笛 、 第 3 小隊 に 了 昔 店 的 搬 選 の 指 朱 在 出 す と 、 っ 
小 議 は 肖 場 の スタ ー ト 地点 に 向 か ら で 移動 。 到 3 
意 す る と 戦場 がら 震 脱 する 。 層 妃 中 の 江 机 や 徹 | 
退 の 取 わ 消し 、 離脱 後に 再び 戦 凛 に 利 帰 させ る 上 


こと な ど は で き な し いで 要 注 意 。 
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各 J 卓 > ん で 、 画 面 右端 に あ 
る 「 設 定 ] コマ ンド で は 、 以 下 の 5 つの 
E の 変更 が で きる 。 中 で も 
ョ 用 頻度 の 高い も の は 
「 レー ダー」 の 2 つ 。 戦闘 に 活用 
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| | 行動 選択 に よる 武器 の 使い 分 け | 


基本 的 な 
戦術 を 考察 


シス テム 解説 の まとめ と し て 、 す べ て の ミッ ショ ン に 
共通 する 基本 的 な 戦術 を 挙げ て お こう 。 

敵 が 強大 に な っ て くれ ば 、 戦 い 方 も 変わ る 。 

基本 戦術 を 身 に 付け 、 応 用 し て いっ て ほし い 。 


一 武 器 の レン ジ が ボイン ト 
武器 の レン ジ は 、 基 本 的 に メイ ン ア ー ム 
が 0 一 2 、 バ ッ ク ウ ェ ボ ポン が 2 一 5 の 範囲 
と な っ て いる 。 こ れ は 瑞 を 捕捉 する 距離 で 
も あり 、 敵 と の 距離 と | 行動 設 定 ] の 切り 
替え で 武器 を 使い 分 ける こと が で きる 


圏 バ ッ ク ウ ェ ボ ン の 使用 
下図 の よう に 、 敵 が バッ クウ ェ ボ ン の 射 
程 に 入っ た 時 点 で 「 攻 撃 重視 | に すれ ば 、 
パッ クウ ェ ポ ン を 使用 し て 攻撃 。 使い た く 
な いと き は 、 メ イン アー ム の 射程 まで 接近 
し て か ら 切 り 替 える 。「 拡 艇 攻撃 | で 広 寺 
囲 の 敵 を 攻撃 する 場合 は 、 近く の 英 に は メ 
イン アー ム 、 遠く の 敵 は バッ クウ ェ ボ ポン で 
攻撃 する こと に な る 。 こ の と き 、 近 距離 の 
敵 へ の 攻撃 が 優先 され る よう だ 


ENEMY 


に 
ー 


2 
ワウ 
エエ 


ドー いさ ミ 


バッ クウ ェ ポ ン を 使う 


バッ クウ ェ ボ ン 


0 一 3 
グル ネ ー ド 一 ーー ニュ ニー ニー 
ロタ ド 

2 一 5 
ミサ イル = テー ー 
rm | 

に 


バッ クウ ヴェ ボン を 使わ な い 
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敵 ユ ニッ ト の 特徴 と 対応 策 


敵 も 様々 な ユニ ッ ト に よっ て 小隊 を 構成 
し 、 行 動 す る わけ だ が 、 も ちろ ん 、 ユ ニッ 
ト ご と に 耐久 力 や 移動 速度 、 攻 撃 力 な ど が 
異な っ て いる 。 ここ で は 、 基本 的 な 英 ユ ニ 
ッ ト に 関し て 、 特徴 と 有効 な 攻撃 ・ 防 御方 
法 を 考察 。 も っ と も 、 英 の 装備 武器 や 小隊 
の 構成 内 容 、 戦 場 の 地形 な ど に よっ て 、 戦 
力 は 大 きく 変化 する 。 ここ で 解説 する の は 
あく まで も 基本 的 な 性 能 や 特徴 だ 。 戦術 は 
それ ぞ れ の ミッ ショ ン に 合わ せ て 変え て い 
く 必 要 が ある 。 


人 る どの ユニ ッ ト が どう いつ た 特徴 を 持っ て いる 
の が を 知 つ て お け ば 、 戦 術 も 立て や すい 。 


レ | 地形 を 利用 し た 攻撃 


戦 境 は 2 つの 要素 が 中 心 と な っ て 構成 さ 
れ で いる 。 1 つ は 地表 の 種類 、 も う 1 つが 
段差 だ 。 地 表 も 股 差 も 移動 の スピ ー ド や 回 
避 行 動 な ど 、 お も に 機動 力 に 影響 を 及ば す 。 
さら に 段差 は 、 敵 の 攻撃 の 防御 な ど 、 戦 語 
時 に 活用 する こと も で きる 。 

ここ で は 、 特 に 段差 に 注目 し て 、 戦 闘 で 
の 活用 方 法 を 考察 し て いく 。 様 々 な 戦場 が 
存在 する が 、 常 に 地の利 を 得る た め に は ど 
うす れ ば いい の か 。 こ こ で 解説 する 要素 を 
参考 に し て ほし い 。 


圏 WAW の 登坂 力 

戦場 の 段差 を よく 見 る と 、 プ レイ ヤー の 
ユニ ッ ト で ある WAW の 身長 と 同じ くら い 
の 高 さ (ここ で は この 高 さ き を 「H1」| と 
表記 し て いく 。) が 基本 に な っ て いる こと 
が わか る 。WAW は 、 こ の H 1 の 段差 な ら 
ば 登り 降り する こと が で きる 。 日 1 以上 の 
段差 は 登る こと も 降り る こと も で き な い 。 
また 、WAW と 攻撃 ヘリ を 除く すべ て の 
ユニ ッ ト は 、 い か な る 妥 差 も 昇 話す る こと 
が で き な い 。 つ まり 段差 の 踏 成 能 力 は 、W 
AW だ け に 与え られ た 特権 な の だ 。 


一 人 蔽 物 を 利用 する 

グレ ネー ド 以 外 の すべ て の 武器 は 、 タ ー 
ゲッ ト に 対し て 水平 二 ダ 道 で 飛ぶ 。 こ の た め 
弾 造 に H 1 で も 段差 が ある と 、 弾 が 大 られ 
て し まう こと が 多い 。 戦車 な ど 強 力 な 長 距 
離 攻撃 を 持つ 敵 に 近づく 場合 、 こ うし て 自 
差 を 信 蔽 物 と し て いけ ば 、 ほ と ん ど 攻 撃 を 
受け る こと な く 近 づけ る だ ろう 。 た だ し 、 
こち ら の 攻撃 (特に バッ クウ ェ ポ ン ) も 焦 
られ て し まう の で 、 メ イン アー ム の 射程 に 
入る まで は 攻撃 は 控え た ほう が いい だ ろう 


時 考 の 地形 が 叉 加 を 写 え る の は 、 要 動力 に 限 
っ た こと で は な い の だ 


国 段 差 を 利用 し た 攻撃 ・ 防 御 上 ョ ーー 
WAW の 学習 成果 の 中 で も 、 攻 撃 範 囲 の デー ーー テー 
拡大 は 重要 な ポイ ント 。 堪 右 よ り も 上 下 へ 
の 広範 団 攻 撃 が 、 か な り 有 効 な 戦術 と な る 
敵 が 戦車 や 多 脚 の 場合 、 そ の 形状 か ら も 上 
下 へ の 攻撃 範囲 に 限界 が ある 。 例 えば 崖 の 
上 や 下 に いる 機 は 、 真 下 ・ 真 上 の WAW 
を 攻撃 する こと が で き な い の だ 。 近づく ま 
で に 長 距 離 か ら 狙 い 撃ち され な けれ ば 、 無 
傷 で 英 を 撃 疲 する こと が 可能 な 戦術 だ 。 た 
だ し 、 蔽 WWAW に は 当 殺 な が ら 通 用 し な い 


- 笠 


レ | 部 隊 を 各個 撃 彼 ” | 


複数 の 貢 部 承 が 集結 し て いる 場合 、 無 聞 
に 突っ 込め ば 全面 箇 突 は 避け られ な い 。 こ 
の 場合 、 英 の 1 部 隊 を 誘い 出し 、 昧 方 に 引 
き 付 け て か ら 集 中 攻撃 を 浴び せる 。 こ うす 
れ ば は 、 例 え 機 体 の 性 能 が 上 回 る 敵 を 相手 に 
し て も 、 充 分 戦え る 。 

役 の 滞 随 は 、 味 方 の 小 譜 が ある 程度 近 づ < に 
く と 、 そ の 小 層 目指 し て 移動 し て くる 。 そ ? ーー 四 
こ で 「 防 御 重視 ] の まま 進路 を 変え 、 他 = 
の 味方 | 弥 が 待ち 構え る 地点 まで 英 部 隊 を ss 


ーー ーー ニー ーーーー 


英 部 隊 の 動 ま は 、 コ クビ ピッ トビ ュー に し て お 


お びき 寄せ る の だ 。 ぐ と わか りや すし 


支援 糧 撃 は 、 多 脚 戦車 3 機 で 構成 され た 
部 隊 な ど 、WAW 部 譜 の 攻撃 だ け で は 手 に 
余る よう な 敵 を 狙う の が 基 示 。 ま た 、 爆 撃 
前 に 目標 の 責 と 交 音 し な いよ うに 、 小 隊 の 
行動 を 調整 する 必要 も ある 。 支援 爆撃 だ け 
で も か な り 大 き な ダ メー ジ を 与え られ る の 
で 、 但 撃 と 同時 か 、 爆 撃 後に 各 小 足 の 攻撃 
を 開始 し よう 。 爆 届 開 始 時 間 は 、 シ ミュ レ 
ーション モー ド で 目標 部 隊 に 各 小 炭 が 到達 
する 時 間 を 予測 し て か ら 行う と いい だ ろう 。 


補給 地点 は 、 各 小 隊 ご と に 予め 戦場 マッ 
プ に 設定 され て いる 。 桶 論 コマ ンド を 実行 
する と 、 そ の 地点 まで 後 尽 する こと に な る 。 
敵 と の 交戦 中 に コマ ンド を 実行 し て し まう 
と 、 敵 の 攻撃 を 受け な が ら 後 退 し な けれ ば 
な ら な い 。「 補 給 中 止 ] コマ ンド で 通常 の 
小隊 コ マン ド に 戻し 、 防御 重視 に し て 杏 脱 
する か 、 英 を 片付け で か ら 改め て 補給 の 指 
示 を 出 そ う 。 補給 回 数 は 報酬 や 支給 品 に 影 
問 す る た め 、 な る べく 1 回 で 済ま せ た い 。 
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人 狂う 敢 は 病 久 力 の 高い も の に し た い 、。 示 振 や 
装甲 午 相 手 で は せっ か く の 支 援 が も つた いな M\。 


プ * は us 
人 る 天天 前 に 戦 園 が 始ま っ た 場合 、 悪 在 便 けれ ぼ 
いい が 、 ご ちら が や られ だ た ら 泣 ぐに 泣け な も )。 


ム 補 給 ポイ ント は 、 予 め 設定 され た 地 県 と な る 。 
ここ まで 後退 し な けれ ば な ちな い 。 


人 る 交 細 中 に 補 般 を 実 循 し て し まう と , 補 組 中 に 威 の 攻撃 を 受け て し まう 。 
一 度 「 防 剛 番 視 ] で 幸 別 を 護 れ 、' 距 雑 を 取っ て か ら 桶 給 を 指示 し よう 。 


マッ プ 1 6 を 
ン ミ ュ レ ーション 
SIMULHTION ここ で は 特に バト ルフ ィ ー ル ド で 、 ミ ッ シ ョ ン が 


どう 進ん を で いく か を 知っ て も ら う た め に 、 例 と し て 
マッ プ 1 ~ 6 を 実際 に プレ イ 、 そ の 経緯 を 解説 する 。 


MISSION 1 KISHNGHNI 
| BRSE CHM 


と 間 


ら ) 


ea 


英 小隊 


E] 装甲 車 X ] ・ 歩 兵 X 4 
E2 装甲 事 X 1 ・ 歩 兵 X 4 


E 3 装甲 車 X 1 ・ 歩 兵 X 4 『 | 
田 戦 開 ポイ ント 
人 QB 融 第 4 小隊 出現 ポイ ント 


國 想定 ルー ト 一 


[ 戦 坦 の 様子 ] 進路 が 牛 く 視界 は 悪い が 、 地形 
一 賠 問 ボイン トド は 、 地 の 移動 に 伴っ つて 戦闘 が 発 目 違 は 平坦 。 3 本 の 進路 を 甘 ぐ 形 で 敵 部 隊 が 配 
生 し た 地 喜 。 英生 4 小隊 は 多 脚 典 車 X 】 。 備 さ れ で いる 。 送 路 の ポイ ント は 中 央 の 三 六 路 。 


まず は 敵 第 3 小隊 を 撃破 

3 つの ルー ト を 寒 ぐ よう に 配備 され た 英 
部 隊 は 、 ほ と ん ど 動 か な い 。 そ こ で 、 ス タ 
ー ト 地点 に も っ と も 近い E 3 か ら 撃 破 し て 
いく こと に する 。 複数 の 英 に 囲ま れる こと 
も な く 、 歩 兵士 装甲 事 と いう 旨 成 な の で 、 
防御 面 の 心配 は いら な い だ ろ う 。 


RISE j 呈 画 


AE 3 と 局 じ よう に 、 
装甲 佳 ぶ え 側 せ は 


モ の と E 1 を 依 催 する 
> たく 他 く な い 


上 技 は きま 


っ て ! 
ポイ ント 0U、 肝付 近 に 反応 


全 束 後 の 民 部 導 を 域 流 記せ た 時 点 で 、 吉 生 4 小 
胡 が 出現 す 全 。 そ の まま この 諾 部 硝 を 目指 せ 


SINMULRHITION 


還っ 時 | こり W 
で 
に 
和 
: 和 き 


人 る 半 下車 は パック ウエ ポン の グレ ネー ド を 9 発 
当て れ ば 客 破 で きる 。 大 兵 は 拡 向 攻 買 で 。 


敵 第 2 ~ 第 1 小隊 へ 

E 3 を 事 破 し た ら 、E 2 一 E 1 と 避 破 し 
て いく 。E 2 へ は 、 ル ー ト A か ら 後 を 突 
く と いう 手 も あ る が 、 正面 か ら 堂 々 と 攻め 
て も 何 ち 問題 は な い 。 


信和 多少 は 才 の 攻 軸 を 室 け る が 、. 
に は な ら な い だ ろ う 


大 わた ダメ ー ジ 


敵 第 4 小隊 が 出現 

最後 の E 1 を 撃破 する と 、 フ ァ ー フ ィ ー 
か ら 対 第 4 小 崩 の 出現 を 知ら され る 。 そ の 
まま 第 4 小隊 を 目標 に 移動 開始 。 敵 は 多 脚 
江 車 が 1 機 の みな の で 、 充 分 に 近づい て か 
ら 集中 攻撃 を 浴び せ で て 一気に 撃 破 。 こ れ を 
倒す と 作戦 完了 と な る 。 


ぁ 径 4 小 際 の 正体 は 


多 腕 幅 車 
な の ⑰ 


する 


に 注意 も 
乱 に 半 硫 


代 記 較 


ジジ どの 了 


MISSIUN 2 BUNBH 


| BRSE CHMP 


E2 装甲 車 X 1 ・ 歩 兵 X 4 
E 3 装 申 車 X 1 ・ 歩 兵 メ 4 
E4 装甲 車 X 1 ・ 多 脚 戦車 X2 


田 。 載 開 ボ イン ト 
地雷 と ン D 
軸 - 傘 相 定 ルー ト に 導 ? 


[戦場 の 株 子 ] や は り 狭 ぐ て 見 通じ が 絹 い が 、 
較 | マー ク の 地点 に は 、 地 起 が 仕掛 けら れ て い  E4 の いる 辺り は 開け て いる 。 隆 害 物 も 多く 、 
る 。 般 部 隊 は 前 ミッ ショ ン と 基 開 な い 樽 成 。 移動 に 手間 取り そう だ 


SINMULHTION 
雷 を 踏む が 、 ダ メー ジ は ほとん ど な い 。 地 


を 、 三 3 雪 を 避け て ヘル ー ト を と っ て も いい が 、 わ 
ト ざわ さ ざ 避 け て 通る ほど の も の で も な い 。 歩 
に ーーーー つ 分 岐 点 へ 。 


』 3 A 族 が 落 お か は ね わから な い 地 二 だ が 、 ダ メー ジ 
は まさ に 下 に 刺さ れ た 程度 。 氏 に せ ず 進む 。 


ご 


机 間 7 


IIIINIEIEGIIIIIIIIIIIISNIIEIN/I 
GE に cr され y っ JSTE「TE BIS まき] 
電 と は っ て も 、 こう 


lee A 水 げ る 歩兵 部 隊 を 操っ て 病 。 こ れ な ら 濾 
2 居 験 の 少な いり ファー フィ ー で も 安心 


Ss 敵 の 2 小隊 を 片付け る 
奥 に 控え て いる の が 多 脚 2 機 な の で 、 混 
戦 を 避け る た め に 先 に E 2 と E 3 の 2 部 隊 
人 まず は E ゃ か ら は 付け る 。 と に か く い 。 上 を 設 破 する 。 E 2 撃破 後 、B ル ー ト を と る 


えな い 。 タ ー ゲ ッ ト と ヘッ ド マ ー ク で 判断 と E 3 が 接近 し て くる の で 、 一 旦 分 岐 点 に 
パ 戻り 、E 3 を 撃破 し て か ら 奥 へ 。 両 部 隊 と 
4 IL まま | ゴゴ 面 も 構成 は 装甲 車 X 1 ・ 歩 兵 X 4 な の で 、 倒 
M デ 芝 | す の に 手間 は か か ら な い 。 多 脚 に 備え て で 
[ 黄 きる 限り ダメ ー ジ を 受 け な い よう に し 、 最 
ーーー 後 の 部 隊 に 突撃 する 。 
に 一 3 
三 
130HTCMD2790 
廷 草 し た し !, 凌 な ダメ ー ジ な 間 け で 前 償 。 ーーー 
IDG FT = 還 


| 4 ム バ ッ ク ウ エボ ン で ある グレ ネー ドラ ンチ ャ ー 
を 有効 活用 。 1 機 ず つ 界 破 し て いく 


四 
ry は 。 ' ダメ ー ジ 覚悟 で 速攻 
ロ 狭い 入り 口 に 陣 取 ら れ 、 こ ちら の 告 程 距 
離 に 入る 前 に 強力 な 主 克 で 攻撃 され る 。 ダ 
メー ジ を 覚悟 で 正面 か ら 接近 し 、 集 中 攻撃 
で 1 机 ず つ 確 実に 撃破 。101 と 102 号 機 に 
ーー 「 装備 し た グレ ネー ド が 有効 に 使え れ ば 、 時 


か けず に o 
放 ・ 全開 け で いる と いっ つて も 自 凍 寺 は と れ な し と に か が く 接 近 し て 主砲 を 固 圧 。 ん こん 


MISSION 3 


| BRSECRMP 


E] 装 旦 是 X 1 ・ 歩 兵 X4 

E2 装 四 車 X ] ・ 歩 兵 x 4 

E3 装 笑 車 x3 

E4 姜 四 沖 X 2 - 多 肝 戦 軍 x 1 

E5 多 肢 澤 車 x3 

E5 装甲 車 X ] 

田 戦 則 ポイ ント 

模 -B 想 下 ルート [ 則 場 の 様子 ] 全 体 的 に 開け て いて 視 罪 も 恨 好 。 


較 色 妥 が 致 4 舞 と は 、 さ す が 主 訪 部 隊 。 部 隊 燥 木 な ど 如 か い 避 滴 物 は 多い 。 中 が 大 きく 
数 は 多 じ が 、 名 腸 以 外 は 大 し た 戦力 で は な い 。 畠 ん で いる が 、 左 差 は 少な い 。 


SINMULHTION 


クソ 【 cn ポッ 本 
が っ た を ー 衣 

避 し て 朱 た 
ム 義 挫 /( ミ ア 団 の 人 アシ ドロ ー。 出 て きた 
は いい が 、 す ぐに 刀 苑 し て し まう 。 


敵 に 近づく 3 つの ルー ト 
この マッ プ で は 今回 の ルー ト の 他 に A、 ミ 

B の 2 ルー ト が と れる 。A ル ー ト な ら ば E 寺 さ 

3 を 撃破 すれ ば 多 脚 部 隊 ま で 一 直線 。E 4 ーー 電 

付近 の 段差 を 利用 する 戦法 を と れる 。B ル 


ー ト は 避 蔽 物 が 少な く 、 酸 の 攻撃 が 厳し し 。 還 き = 可 革 、・ 
財 - 
DK 記 ) 画 連 


近 半 、* 4 ム と りあ え ず 接近 し て くる E 3 を 懇 役 する 。 こ 
ーー こ か ら 族 み に 降 り で 中 央 疾 頁 を 図る 。 


全 放 中 の E | 、E2 は 戦力 外 。 軽 く 撃 候 し て 多 
脚 部 隊 へ 向かう 。E 4 近く の 彼 差 在 目 指す 


多 脚 は パッ クウ ェ ボ ン で 集中 攻撃 
回 [ 還 間 吉利 ま 田 "まず は 了 差 の 上 か ら E 4 を 装甲 車 -* 多 脚 
の 順に 撃 仔 。 その 後 E 5 に 向かい 、 1 機 ず 
つ 疫 破 し て いく 。 バッ クウ ェ ポ ボン の 残 弾 を 
ここ で 一 気 に 吐き 出し 、E 6 の 装甲 車 が 出 
as て きた 場合 は 、 先 に 潰し て お く 。 こ ちら の ダ 
メー ジ も 大 きく な る が 、 何と か 作 埋 大 功 。 


デ テー. I 王 
A ム 段差 を 利用 し て 、 装 甲 車 か ら | 機 す つ 遇 條 。 1 遇 し し - 記 | 記 ま 衣 
E 6 の 装甲 車 も 、 近 づい て きた ら 撃 万 する 。 


AE 4 を 骨 破 し た ら E 5 へ 。 バック ウェ ポ ボン を 
使っ て } 機 ず つ 松 破 じ て いく 。 


地 ッ 0 る だ 


4 隊 方 の ダメ ー ジ も 大 きく な っ た が 、 畑 事 、 作 
則 縦 子 。 中 央 突破 の 割 に は 時 間 が か か っ た 。 


MISSION 4 YHHOURENDE 


| BRSE CRMP | 


英 小 隊 


E1 装甲 車 X 1 ・ 歩 兵 X4 
E2 装甲 車 X 1 ・ 歩 兵 X4 

E 3 戦車 X3 

E4 多 肢 革 車 X 1 ・ 装 甲 車 X 2 
E5 多 脚 戦車 X3 

E6 WAWX1 

田 戦闘 ポイ ント 

和 ・ 商 落 ま ルー ト [ 怪 場 の 様子 ] スタ ー ト 地 計ら 時 に 屋 が 


較 初 め て 部 に 戦闘 用 WAW が 配備 され る 。 そ れ 広がる 採 所 場 。 各所 に スロ ー プ が あり 、 断層 を 
より も 、 問 題 は 和 肝 4 機 の 多 脚 と 3 尼 の 戦車 だ 。 つない (で いる 。 明る く . 前 物 が ほとん だ おい 


SINMULHTIUON 


上 か ら 行く か 、 下 か ら 行 く か 

スタ ー ト 地点 が 最 下 層 と な る た め 、 下 か 
ら 攻 め 上 が る こと に 。 今回 の ルー ト と B の 
2 つの ルー ト が ある が 、 先 に 上 族 の 瑞 を 狙 
うな ら B ル ー ト が いい だ ろう 。 今回 は 下 刻 
の 療 か ら 順 に 撃破 し て いく ルー ト を と っ 
た 。 E 3 の 戦車 部 隊 の 攻撃 が 強力 だ 。 


人 AE1、E2 は どちら も 装甲 車 歩 球 の 騰 小 部 
隊 。 さっ さと 倒さ な いと 戦車 の 長 距 離 攻撃 が 


全 法 車 部隊 の 弄 程 中 離 は 長い 。 きつ ち わ 訪 捉 し 
で 移動 し な いと 、 た ち ま ち 大 ダメ ー ジ に 。 


WAW 撃 破 で 逃げ る 英 第 4 小隊 


E 2 を 厩 破 し た あと 、 下 に 降り て き て い 
る E 6 の WAW を 机 破 する と 、E 4 が 退却 
する 。 WAW を 無視 し て A ル ー ト を と る と 
E 3 の 戦車 隊 に ぶつ か る 。 同じ 段差 で 、 正 
面 か ら 突 っ 込む の は 少々 危険 。 上 暦 の 射程 
外 か ら 側 面 に 回 り 込 み 、 速攻 を 仕掛 ける 。 


3 ミー 守 
ドド に 掛り て くる E 6WAW。 動き は 速い が 下 
密 力 は 低い 。 これ を 倒す と E 4 が 選 却 する 。 


全 WAW を 匠 破 し た 段差 か ら 、 陽 車 部 隊 の 側面 
に 突入 。 バッ クウ ェ ポ ボン の 使い どこ ろ 


多 脚 部 隊 は 段差 を 利用 

多 脚 も 戦車 同様 、 正 面 か ら で は 主砲 の 普 
食 に され る 。 戦車 を 撃破 し た ら も う 一 度 自 
差 を 上 が り 、 低 い 位置 か ら E 5 に 近づい て 
みる 。 も し 誘き 出さ れ て 崖 縁 ま で きた ら 、 
攻撃 を 仕掛 ける と いい 。 射程 内 に 入ら な い 加 
場合 は 、 腹 を 括っ て 同 階 選 で 突撃 。 人 る ] 


を 倒し た ら 、 下 疾 か ら E 5 に 近づい て みる る 。 瑞 が 出 て たら 撃 。 


MISSIOUN 5 ELOSED MINE 


| BRSECRMP | 


英 小隊 


E1 抽 甲 車 X 1 ・ 歩 兵 X4 
E2 装甲 車 X 2 ・ 多 脚 戦 車 X 1 
E3 多 脚 戦車 X 3 

E4 WAWX2 

し なり ち る | 

E6 攻撃 ヘリ X1 

田 、 戦 彫 ポイ ント 

回 ・ 較 攻 連 へ リ 旋回 ルー ト [ 漆 場 の 様子 ] 中 央 に 社 天 刻 り が あり 、 喘 の ほ 


較 宮 用 の 設 が 多い の も 了 雌 関 だ が 、 こ こ で は 改選 どんど だ は 最上 六 に いる 。 て の 段差 宮 似 け ば 多 通 
へ リセ 機 を どう 片付け 促 が に が か っ つて いる 。 し の よい 導 け た 地形 と な っ で い 仙 。 


ーー SIMULRTION 


第 2 小隊 に 別 ル ー ト を 


科 この 作戦 か ら 、 新 た に 第 2 小隊 が 加わ っ 
に た 。 学習 レベ ル な ど に 不安 は ある が 、 ここ 
ai は 別 行動 に よっ て 英 を 撃破 し て いく こと 
3 に 。 まず は 紋 小 E 1 へ 向かわ せ 、 こ れ を 軸 
oi コ 破 し た ら 下 に 隆 り て E 4 の WAW2 機 を 呈 
く 。 攻撃 ベリ の 爆撃 に は 要 注 意 。 

1 ー し 信二) 落 2 小 際 の 20 号機 の バイ ロッ トト . 
* M ォ オノ サイ 。 選 紀 いい M 方 な の か 7 

| 

| 

1 

攻撃 ヘリ は 第 1 小隊 が 遇 破 

お 攻撃 ヘリ は 、 マ ッ プ 上 の A と B の 渦 道 を 
U 旋回 する 。 第 2 小 陣 は まだ 攻撃 反応 な ど が AEG の K 疫 へ りほ 。 近 付い て き 


当る た め 、 へ ヘリ は 第 1 小粒 が 届 す る 。E た ら 篤 1 州 隊 が 圧 暗 する 。 
2 に 接触 する 前 に E 6 は 落し て お きた い 。 

癒 その 後 、E 3 へ 向かう 途中 で E 5 を 撃隊 
思っ 第 2 小隊 は へ リ が 近づい た ら 防 斬 を 固め 、 
ダメ ー ジ を 抽 え る 。 戦闘 中 に ヘリ の 攻撃 を 

受け る と 、 ダメ ー ジ が 大 きく な る の で 注意 。 


と . 多 脚 を 片付け て 作戦 終了 
便 9 攻撃 ヘリ さ ぇ 落し て し まえ ば 、 後 は さ ほ 
ど 召 し く な い 。E 3 は 多 脚 3 機 、 し か も 遮 
| 蔽 物 の な い 平 坦 な 地形 で の 戦闘 と な る が 、 
1 2 つの 小隊 の 攻撃 を 集中 させ れ ば 、 手早く 
| 片付け られ る 。 敵 の 長 距離 攻撃 に 注意 し て 

ぎ 射程 内 まで 接近 し た ら 、 バ パック ウ ェ ポ ン を 

使っ て 集中 攻撃 だ 。 

きす A 筆 2 小隊 は WAW を 撃破 。 し か 
し 、 そ づ ろ そ ろ 本 の WAW も 手強い , 


W 
ps 回 4 倒 え 第 2 小隊 が や ら 
5 れ て も 、 う まく 攻撃 す 
ご れ ぼ 第 | 小隊 だ け で 撃 


妨 す る こと も 可能 だ 。 


MISSION 6 


| BHSE CHMP 


装甲 車 X 1 ・ 歩 兵 X 4 
装甲 車 X 1 ・ 歩 兵 X 4 
WAWX2 
WAWX2 
多 脚 戦車 X 3 
多 脚 戦車 X 3 

地雷 


戦闘 ポイ ント 支援 爆 滑 目標 
1 電 堀 の 様子 } 半分 は 平坦 だ が 、 柄 の 要塞 と な 
己 表示 され て い 人 る ター ゲッ ト が 垂 1 小隊 の 。 っ て いる も う 半 分 対内 坦 と な つて で いる 。 信 基 物 
点 。 支援 坦 刻 は 6 分 後に 設定 し た 。 が 多く ぐ 。、 バ ッ ク ウ ェ ポ ボン は 使い 准 い , 


地雷 原 を 突破 する 

今回 の 第 1 、 2 小 随 の ルー ト は 、 敵 の 
仕掛 けた 地雷 康 を 突っ 切る 形 と な っ た 。 第 
1 小隊 は 2 回 も 地雷 に 引っ か か る こと に 。 
E 1 、E 2 は 英 に と っ て も 捨て 駒 。 撃破 す 
る の に 手 問 は か か ら な い 。 第 1 小 足 は WA 
W、 第 2 小隊 は 多 脚 へ 向かう 。 


mA ーー ーー ーー 
人 ダメ ー ジ ほそ れれ ほど で も な い 
が . 2 回 連続 で 人 廊 ら コ と 居 し い 。 


4 SRw リ れい 夫 


導 err ne 
HG went rese th 
HK ma 


Be 
人 る 動き の 速い 凍 WAW。 攻撃 力も 
徐々 に 向上 し て 寺 て いる 。 


支援 爆撃 に 合わ せ て 総 攻撃 
支援 爆撃 は 、 も っ と も 奥 に いる E 6 を 目 
標 に 、6 分 後に 設定 。 糧 撃 開始 の 1 分 前 に 
な る と 時 間 家 示 の 下部 で カウ ント ダウ ン が 
始ま る の で 、 爆 概 と 同時 に 攻撃 を 開始 で き 
る よう に 移動 。 多 脚 3 機 を 一 気 に 撃 破 し 
て 、 無 事 、 作 戦 終 了 だ 。 


攻撃 べり が 到 刻 し た 
ら 、 各 小隊 も 最後 の 政 


柚 に 。 


一 気 に カ タ を つ 


け ば て 作戦 成功 。 


< 


U の 7 は 
に: で 9 
we 
麻 
4 内 \ り 
に と ミー ロ | 


AE 1、E 2 を 細 に 使っ た の 記 
地雷 原 に 誘 し) 込ま れる 。 


手強い WAW、 多 脚 部 隊 

E5、E6 の 多 脚 は それ ぞ れ 3 機 、WA 
W は E 3 、E 4 と も 2 機 すず つ 。 特に E 5 付 
近 で 多 脚 と WAW の 部 隊 が 合流 する と 厄介 
な の で 、 そ れ ぞ れ 各 催 破 す る 。 多 脚 も W 
AW も 耐久 力 、 攻 撃 力 が 向上 し て お り 、 こ 
れ ま で の 部 隊 よ り も 手強い 。 


^ 池 弘 は 全 竹 の こと が な 
受け る 必要 は な い だ ろ う 。 


し い り 、 


【 を Ad。 コ ント ロー ラ の 操作 に は 、 い 
ププ に 232N 1 F < つか 便利 な ショー トカ ッ ト 


矢 。 コマ ンド が ある の で 、 紹 介し 
テ ャ ュ ロブ イジ F FH て お こう 。 ま た 、 マ ウス の 使 


い 方 も 合わ せ て 解説 し て お く . 


コン トロ ー ラ (ショ ー ト カッ ト 操 作 ) 
(START ) リ ーー 一 監 ター ゲッ ト 設 定 の 呼び 出し 


設定 画面 を 呼び 出せ る 
- 吾 び スタ ー ト ボタ ン で バト ルフ ィ 
ー ル ド へ 戻る こと が で きる 


行動 設定 の 切り 替え 


各 小 隊 ウ イン ドウ で セレ クト ボタ ン を 押 
す と 、 小 隊 ウ イン ドウ を 開く こと な く 行 動 
設定 の 切り 替え が 行え る 。 ま た 、 | 設定 ] 
に 合わ せ て セレ クト を 押す と 、 全 小隊 の 行 
動 設定 を 同時 に 切り 替え る こと が で きる 


マウ ス は 1 P 側 、 2 P 側 の 両方 ! 
画面 上 に アイ コン が 表示 され る の で 、 
を コマ ンド な ど に 合わ せ て 実行 する 


圏 コ ント ロー ラ と 併用 

上 2 P 側 に マウ ス 

ッ ト す れ ば 、 こ の 2 つ を 同時 に 使用 す 
る こと が で きる 。 ター ゲット 設定 の 目標 選 
択 な ど は マウ ス で 、 小 隊 コ マン ド は 上 記 の 
ショ ー ト カッ トコ マン ド が 使え る コン トロ 
ー ラ で 指示 する な ど 、 す ぐに 使い 分 けら れ 
る の で 操作 が より スム ー ズ に な る 


ンコ 


USN_ 


ニュ ー コ ンチ ネン ト 合 衆 国 


2034 年 の 
世界 情勢 


米 ソ 冷戦 終結 か ら 始 まっ た 世界 再編 成 の 潮流 は 
2 1 世紀 に 入っ て 急速 に 加速 し た 。 
東西 陣営 と いう 二 元 構造 は 終 騙 を 迎え 、 
発言 力 を 弱め た 国連 に 代わ っ て 
新た な 謀 権 を 握 ろ うと する 各国 が 離散 集合 を 繰り 返し 、 
いく つか の 大 き な 政治 ・ 経 済 圏 が 構築 され て いる 。 


MM 


ユー ロコ ミュ ニテ ィ ー 


E し 


東側 陣営 の 解体 と EC 統合 

1980 年 代 、I 旧 ソビエト 達 邦 の ゴル パチ 
ョ フン 書記 長 の も と 進め られ た ベレ スト ロイ 
カ は 、 東 牙 各国 に 改革 気運 の 高まり を も た 
らし た 。 そ の 結果 、1989 年 に は 長らく 東 
西 ベ ルリ ン を 陽 て て いた 「 ベ ルリ ン の 和正 ] 
が 取り 壊さ れる 。 と り も な お きず 、 東 西 礁 
澤 の 終結 を 銀 微 する 大 き な 電 来 事 で あっ た 。 
東側 陣営 と 呼ば れる 東欧 諸国 は 民主 化 に 
乗り 出し 、 し だ い に 西 備 諸 国 と の 協調 路線 
を 画 敬 する よう に な る 。 

そん な な か 、1999 年 に は 予定 通り 欧州 
連合 の 通貨 が 統合 され 、 滞 進 的 に 「 1 つ 
の ヨー ロッ パ 」 が 形成 され で いっ た 。 そ 
じ そ て 、 2005 年 に は EC (ユー ロコ ミュ ニ 
ティ ー) 体制 が スタ ー ト する 。 政治 前 ・ 
経済 的 に 1 つの 大 き な バ ッ ク ボ ポーン を 持っ 
た EC は 、 次 第 に 世界 に 対す る 発言 カ を 中 


めで いく の で ある 。 

巨大 国家 り SN の 成立 

ーー 方 、 東 側 諸国 に 対す る 資本 主義 陣営 の 
了 和 アメ リカ 合衆国 は 、EC 族 国 の 至 頭 に 
対抗 する 方 法 を 画策 し て いた 。 そ し て その 
答え は 、 隣国 カナ ダ と 政治 的 な 融合 を 図る 
と いう 大 用 な も の で あっ た 。 ア メリ カ 合 衆 
国 と カナ ダ は 職 合 に 向け て 調整 を 進め 、 の 
ち に 、 継 済 的 に も 統合 する こと に 双方 が 合 
意 、 北 アメ リカ 大 際 に 、 巨 大 な 国家 が 湊 
人 生 し よう と し て いた 。 

北米 が 1 つの 国家 と し て 統合 きれ る 流れ 
に 、 中 南米 諸 図 は 同調 の 意 を 表明 、 や が 
て 2020 年 、 南 北ア メリ カ 大 陸 は ご く 一 部 
の 国家 を 除い て ひと つ に な り 、TUSN 
(ニュ ー コ ンチ ネン ト 合 衆 国 ) と 名 称 を 変 
更 す る 。 同年 、U S N は すでに 事実 上 活 
動 が 凍結 中 の 国連 を 脱退 、 再 び 世 界 政 治 で 


/HFIRH 


ザー フト ラ 共 和 国 


アフ リカ 統合 機構 


の 一 大 勢力 の 地位 を 獲得 し で いる 。 
新 展開 を も くろ む 旧 ロシア 
改革 に よっ て それ ぞ れ の 道 を 歩み 始め た 
旧 ソ ビエ ト 連 邦 の 構成 団 。 中 央 アジ ア や 東 
欧 の 国々 が 強 立 し て いく の と 同調 する よう 
に 、 ソ ビエ ト 連 邦 の 持っ て いた 技術 力 や 資 
本 は 分 割 さ れ て いく 。 そ の ころ 、 凸 ソ連 
で 中 心 的 役割 を 果たし て いた 旧 ロ シア 共和 
国 の 大 統領 メル ディ フス キー は 、2015 年 
に ザー フト ラ 共 和 国 の 誕生 を 宣言 。 そ し て 、 
当 隊 活動 を 体 止 し て いた 国連 に 代わ り 「 恒 
衣 調停 機構 ] を 発足 させ る 。 これ は 新 


機 剛 の 主席 と し て 平和 維持 活動 を 行う こと 
に まり 、 各国 が ら 資 金 を 集め よう うと いう 意 


図 で あっ た が 、 ザー フト ラ に 多 同 する 国家 


21 世紀 に 入る と 、 それ まで の 欧米 主導 


型 の 社会 を 否定 する 地 城 主義 が ます ます 偽 
達し た 。 な か で も アジ ア 地 域 は 早く か ら 統 
ー に 向け た 動き が 活発 に な っ て いた 。 

日 本 と オー スト ラリ ア は 、 ア メリ カ 合 衆 
・ カ ナダ の 動き に ほぼ 同調 する よう に 、 
経済 共同 体 計 画 を 立ち 上 げた 。 こ れ は 日 本 
の 技術 と オー スト ラリ ア の 資源 を 基盤 に 、 
oe うと いう 試み で あ 

reR っ さら に は ア ジア 諸国 も これ に 贅 同 、 
2020 生 に は 国家 共同 体 、0CU (オシ ア 
ナ 共 同 連 含 ) が 成立 し て いる 。 

アフ リカ 大 陸 も また 、21 世 紀 初 頭 に 0 
AC (アフ リカ 統合 機構 ) を 設立 、 共 同 
体 化 を 目指 し て いた 。 そ し て 、2030 年 、 
OAC は 「 ア フリ カ か 大陸 共 同国 家計 面 」 
を 発表 。 EC と 0CU の 協力 を 得 て 、 ア 
フリ カ の 共同 体 化 実現 に 向け 、 具 価 的 な 活 


動 多 開始 、 現 在 に いた っ て いる 。 
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大 国 の 秒 め た 思惑 


WAW 実 戦 投入 の 裏側 


分 裂 し た 大 陸 に 干渉 する OCU の 目的 は どこ に ある の か 
そし て 、 対 する ZAINGO を 支え る 

EC の 存在 は 何 を 意味 する の か 

WAW の 実戦 投入 に よっ て 得 を する の は 

どの 国 な の か 、 こ こ で 考察 し て いく こと に する 


2034 年 頃 の アフ リカ 勢力 図 


桂 毎 部 訪 投 メ 


UNHS ~ 


of Northern 前 fi 


EC と OCU の 対立 

2034 年 、 世 界 は 大 き な 5 つ の 陣営 に 分 
割 き れ 、 ち な い に 常 宙 し あい 、 対 立 が 始ま っ 
て いる こと は 削 の ベー ジ で お 判り いた だ け 
た か と 思う 。 き て で て 、 それ で は 世界 の ご く 
地域 で 起こ っ た 肉 厳 に 、OCU や EC が 介 
入 し た の は どん な 意味 が ある の だ ろう か 
それ を 説明 する に は 、 戦 場 で 使用 きれ 始め 
た WAW (ヴァ ンド ルン グ ヴ ァ ー ゲ ン ) の 
存在 が 、 切 っ て も 切り 見 せな い 
OCU、WAW の 緊急 配備 

世界 の メー カー 間 の 枯 別 な WAW 開 欧 
午 の な か で 、OCTUU オ ー ス トラ リア の ジェ 
イド メタ ル 祉 と 、EC ド イツ 連邦 の シュ ネ 
ケ 社 は 最 先端 に いる 。 ジ ェ イ ド メ タ ル 社 


各国 と の 関係 


NN 敵 ク 
「 N 


NII9MN」 

SAUS は 最初 に O つ CU か ら WAW の 提 
供 を 受け た 団体 。 戦場 で の WAW の 重要 性 
に 早期 か ら 落 目 し て お り 、 独 自 の 部 了 締 を 結 
成 し て 訓 練 を 続け て いた 。 ま た 、 ジ ェ イ ド 


メタ ル の 協力 を 受け た ジェ イメ ッ ク と いう 
パー ツ 製 造 会 社 を 設立 し て 、 ユ ニッ ト の 供 


給 を し は じ め た こと な どか ら も 、 WAW に 
は 力 を 入れ て いる こと が わか る 


ザイ アス の 思惑 に 反し て 、E C 介 入 の 予 
兆 が み ら れ る 。 と いう の も 、 最 初 の 戦場 で 
すでに EC イギリス の セン ダー 社 製 造 の 移 
午 訪 和合 、 パ ウー ク が 登場 し て いる か ら だ 

その 後 、 戦 力 増強 と と も に WAW の 占め 
る 比率 も 上 が っ て いく 。 ザイ ン ゴ に WAW 
を 提供 し て いる の は 、EC ドイ ツ 連 邦 の シ 
ュ ネ ッ ケ 社 で ある 


きい IE wl ja ハバ 「 代 | 
や | 聞 va 4 | 1 
シン セミ ア 小 磁 と は 、 当 初 西部 アフ リカ 


解放 戦線 に 参加 し て いる 億 兵部 隊 で 、 そ の 
使用 WAW 3 機種 は 、 ど れ も EC ド イツ 連 
邦 の シュ ネッ ケ 社 か ら 供給 を 受け た も の で 
ある 。 シ ュ ネ ッ ケ 社 は シン セミ ア 小 隊 に プ 
ロト タイ プ の 次 世代 WAW を 提供 し 、 実 藤 
デー タ を 得 て 、 製品 に フィ ー ド バッ ク し て 
いる と み ら れ る 


は 、 も と も と USN の ディ アブ ル ア ビ オニ 
クス 社 か ら 技 術 提供 を 受け て 作業 用 2 脚 歩 
行 機器 を 向 造 し て いた が 、 の ち に 独自 に 戦 
関 用 WAW の 開発 を 始め る 。 ちょ うど その 
ころ 紛争 が 逐 共 し 、 ジ ェ イ ド メ タ ル 振 は 、 
WAW を 世界 に 先駆 け て 実用 化 。 そ の 総 大 
な 感 力 を 世界 に 知ら し め る こと に な る 。 そ 
の 初代 に 当たる の が 、R」-2.4 や R 」 一 
2.6 と いっ た 機種 だ 
後 を 追う シュ ネッ ケ 

WAW の 基礎 技術 を 開発 し た シュ ネッ ケ 
社 と し で も 、 指 を くわ えて 見 て いる わけ に 
は いか な い 。 人為 起 初 代 WAW に 当たる ヴァ 
ー ゲ を 役場 に 投入 し た 。 そ の 投入 先 が 、 独 
政 府 ザ イン ゴ と いう わけ で ある 。 た だ 、 


7 こ 


ザイ ン ゴ の ザイ アス は 、 自 力 独立 の 路線 を 
取っ て お り 、 外 国勢 力 の 介入 を 嫌っ て いる 
と いう 話 も ある の で 、EC 及 び シ ュ ネ ッ ケ 
社 が WAW を 持ち 込ん だ の は 、 な に か 別 の 
妥 書 が ある の で は な いか と 相 令 され る 
実戦 デー タ と し て の 紛争 

0CU と EC が 半 っ て 戦地 に 投入 する W 
AW。 果たし て 、WAW は 急速 に 進化 を 作 
げ る 。 抜 故 の 運動 性 能 と 航続 性 を 持つ WA 
W は 、 2 0 世紀 に は 陸 翌 最強 と 言わ れ た 戦 
事 の 地位 を も る 危う くし て いっ た 

絞 沼 の 早期 通 決 を 目 し て SAUS・ ザ イ 
ン ゴ と も に 、 知 外 の 協力 を 仰い だ が た め 、 
世界 の 兵器 技術 を 草 誰 的 に 虫 進 さ きせ た と い 


う の は まっ た く の 皮 肉 で ある 


泌 池 の 戦場 
そ て の 組織 対立 構造 


登場 人 物 の プロ フィ ー ル 

すでに 述べ た よう な 世界 的 な 対立 構造 の な か 

中 部 アフ リカ 共同 政権 は 南部 アフ リカ 共同 体 に 

支援 を 依頼 結成 され た の が S AUS 軍 独立 機動 中 隊 で ある 
彼ら は 、 独 立 政府 AINGO の ザイ アス 

そし て 更 な る 瑞 を 相手 に 平和 へ の 道 を 機 索 す る 


よし 、 請 語 語 議 
ZHIN50 


各国 か ら 集 まっ た 兵 た ち 

個人 紹介 を する 前 に 、 全 体 的 な 人 々 の 関 
係 を 明確 に し て お こう 。 まず 、 主 人 公 マ ッ 
コイ ら の SAUS 軍 。 中 部 アフ リカ 共同 政 
権 か ら 支 援 を 要請 され た 南部 アフ リカ 共同 
体 は 、 自 国軍 だ け で は 事態 の 打開 は 離 しい 
と し て 、OCTU に 協力 を 打診 する 。O0CU 
は ジェ イド メタ ル 社 が 開発 ・ 調 練 中 の 2 脚 
歩行 型 戦闘 車 寅 WAW を 投入 。 そ の と き 組 
まれ た 特殊 部 隊 が 第 1 小隊 に 当たる 。 


ULU 


陸 防 軍 ・ ジ ェ イ ド メ タ ル 社 


その 第 1 小 際 だ が 、 マ ッ コ イ は 0CU オ 
ー ス トラ リア 軍 の 少 妹 (当時 ) で 、 か つ で 
ジェ イド メタ ル 社 の テス ト パ イ ロ ッ ト を 務 
め た こと も ある 人 物 だ 。 プ ルー ス も 同様 に 
0CU 軍 の 兵士 で 、 フ ァ ー フ ィ ー だ けが ジ 
ェ イ ド メ タ ル 社 の 人 間 で ある 。 

ー ガ 、 第 2 小隊 ・ 第 3 小隊 ・ 後方 支援 部 
隊 は SAUS 軍 の 人 間 た ち で 占め られ てい 
る 。 中隊 に 相手 の 状況 や 指令 を 伝え る サン 
ゴー ル も 、 同 じ く SAUTS 軍 の 軍人 で ある 。 


條 放 力 打診 


そし て 、 対 する 独立 政府 ザイ ン ゴ は 、 元 
SAUS 軍 大 佐 の ザイ アス が 中 心 人 物 。 彼 
は 、 ほ ぼ 独 り で ザイ ン ゴ を 興し た よう だ が 、 
の ち に バ ミ ア 団 と 呼ば れる 備 兵 部 隊 が 要 刀 
的 な 役割 を 果たし て いる こと が 判明 し た 。 

ザイ アス は 手持 ちの 兵 貫 だ け で は も ちろ 
ん 了 洋 え な い 。 なんらかの 武器 供給 を 受け て 
いる と み ら れ る が 、 そ の 供給 元 は EC で 、 
その 影 に は シン セミ アテ 小隊 と いう 備 兵 部 隊 
の 大 在 も 見 え 隠 れ し て いる 。 


mw、 


| 。 ぷ RE ot 


ーーー 


独立 概 動 中 隊 


史上 初 の WAW 特 殊 部 隊 


CA (中 部 アフ リカ 共同 政権 ) が 、 SA 締 科 で は 1 個 小 隊 及 び 拉 方 英 援 部 隊 の 変 
US (南部 アフ リカ 共同 体 ) に 支援 を 依頼 。 則 構 成 で ある が 、 の ち に は 3 個 小隊 + 化 方 
し 、 結 成 き され た 部 隊 。 独立 の 名 の 通り 、 ト 援 部 隊 の 出 隊 と し て 行動 する こと に な 
位 の 浮 隊 は な く S AUS 作 務 指令 情報 部 る 。 使 用 兵器 WAW は OCU の ジェ イド メ 
の イデ ・ サ ン ゴ ー ル 大 佐 が 直接 指 押 を 内 る タル 社 か ら 供給 を 受け た も の で ある 


が た 5 が が だ 
大 族 ・S4/S 軍 独立 区 動 下 部 長刀 今宮 
プイ デ ・ ザ ゲン ゴ ー ル 
7ZZc/ 却 


7999 存 3 月 戸 学 
95 蔵 の 型 刀 カ ナ 


Ac - 


/ ビ 7 /7 ガ ナナ /7 
だ た 2 / が 7/ 
唄 ・ の どり 歴 防 二流 澄 
アー ル ・ マ ッ ンコ ア 
7g7c/7 二 


207 の 年 7 の 情 20 戸 学 
24 蔵 4 弄 刀 カナ 


4 ん た 
な た /7747 が // 
少尉 ・O ど ひ り 歴 太 画 流 道 
プル ー ス ・ プ レア クウ ッ / 
78gc77 二 


2009 年 8 且 7Z 戸 全 
25 蔵 の 型 刀 カ ナ 


マッ コイ 隊長 は アフ リカ 系 と アイ ル ラ ン 
ド 系 の ハー ブフ で 、0CU 軍 に 所 要する 。 今 
回 WAW の テス トバ パ イロ ッ ト を 務め て いた 
腕 を 買わ れ で コン ゴ 盆 地 に 投入 され る 

プル ー ス は マッ コイ の 戦友 で 、 同 じ く 0 
CU 軍 所 属 。 イ ギリ ス 系 の オー スト ラリ ア 
人 で ある 。 左目 横 の 傷 は マッ コイ と の 貴 嘩 
で 負っ た も の らし い 。 な お 「『 フ ロン トミ ッ 


ガル /// 
7/4 
准 生 ・ の C ソ 礎 米 電 泊 放 
六 ル ・ ブ ファー フ ィ ー 
7Z8c7 却 


2072 年 3 選 75 互 学 
22 茂 4 型 万 カナ 


ショ ン 」 の 登場 人 物 、 ウ 7 ラス ・E ・ プル 
イク ウッ ド の 父 に 当たる 。 

ファ ー ブ フィ ー の み 民 間 人 で 、 ジェ イド ヌメ 
タル 社 の テス トバ パイ ロッ ト 。 メカ ニッ タク 記 
員 を か ね て 派遣 され で いる 。 ブ ルー ス は 気 
が つい て いな いよ うだ が 、 マ ッ コ イ に 訂 か が 
れ て いる 


ん 人 人 / プ 


リキ ン と ベニ サド は アフ リカ 大 、 オ ノ サ サイ を 、 飲 み 込み が 早く 思い や り の ある ナ 
イィ は 西 サ モア 系 アフ リカ 移民 で ある 。 イス ガイ ・ ベ ニ サ ド が コン トロ ー ル し で い 

リキ ン は 真面目 で 堅物 、 何 事 に も 長 別 勝 る と いう 関係 、 し か し 、 そ ん な ベニ サド も 
負 の 「 で きた 」 隊長 だ 。 隊員 は と いう と 、 10 代 の ころ は 、 け っ こう ワル な と ころ も 
年 中 お 伏 り の よう な 釘 突 狂 進 タイ プ の オノ 。 あっ た らし い 。 


/ た / た た が が 
少 訪 ・S4 ぴ S 生 所 請 
どー ター・ グ シシ 

785c77 超 


2006 年 8 お 三 27 互 学 
2g 茂 型 刀 カ ナ 


7 た が 5 が 
太 長 ・S ぐ 40 ぐ 田所 邦 
ジョ ー・ ブ ンダ ザ ア 
7g の Oc77 却 
2 の 09 の 年 7 選 7 選 学 
ク 5 茂 の 型 刀 ナ 


7 ん 7 7 が 697 が 
護 長 ・S4 ぴ /S 軍 所 情 
マン ゾー・ ペ ニ ザ / だ 

7Z6c/ 示 

2 ク 009 存 7 選 5 互 生 

25 蔵 4 型 旭 カ ナ 


7777777/ 人 ハ / 7 だ / テ 7 フ 
/ 伏 77 が 人 ル マ // と 


少 窪 ・S4 ぴ /S 重 成 祖 
ノー マン ・ ラ イシ 
7Z プ c/7 夫 
2 の 0 は 邊 プイ 選 7 戸 全 
7 蔵 万 型 万 カナ 


北欧 系 アフ リカ 移民 の マグ ナッ ソン と 、 隊長 の こと を 頼り な いと 思っ て いる 点 で は 
ボーランド 系 アメ リカ 人 アフ リカ 移民 の バ そっ くり な の で 、 晃 弟 剛 嘩 の よう な も の だ 
スタ ー ナ ッ ク の 折り 合い が 到 く 、 小 隊長 の 。 ろう か 。 当 の 本 人 で ある 隊長 ライ ツ の 則 
ライ ツ は いつ も 四 を 親 め て いる 。 2 人 と も は 「 他 に は 惑 か け な い で くれ | 


マッ コイ と プル ー ス に 人 層 れ を 抱き 、 ラ イツ 
大 /7777 


7 た 7ー ハ / / ビ アカ 人 / 
7 // 7/7/ / ル 7 ニニ 7/ // / 


画 喜 ・S4 ぴ S 生 所 請 
プラ ハム み ・ マ グ ナ ッ ジン 

790c/ ヵ 夫 

2 の 75 企 お 情 7Z 互 学 

79 茂 4 型 刀 カナ 


7 1/ 
/ // / パ ! 
が 人 方 た 信太 
訪 長 ・S ぐ 40/S 画 太 
マッ クス ・ ノ バ ! ス ター ナッ ク 
7g6c77 男 


20 76 企 2 選 29 三 学 
7g 茂 4 弄 カ ナ 


イィ ンド 系 の アフ リカ 人 、 チ ャ ミリ は 第 1 
小隊 担当 。 性 転換 し て 女性 に な っ た 。 機械 
に は 纏い が 料理 は 不得 意 だ 。 

第 2 小 藤 担当 の ボ ギ ナ ー ル は アフ リカ 人 
で 、 元 調理 師 。 重機 ・ ト レー ラー・ へ リ の 
探 が で きる 。 少 々 マゾ っ 気 が あ る らし い 。 

キシ ュ は 第 3 小隊 を 担当 する 。 若い な が 
ら も 、 重 機 ・ ト レー ラー・ へ リ の 操 継 の 腕 
は 超一流 で ある が 、 そ れ 以 外 の 場面 で は 
少々 自 野 症 気味 な と ころ が ある 。 


/77 7/7 
ん 47/ / ル / 


プ / が ナリ ムル / 

ん 7 た 7// / 

典 長 ・S4 ぴ S 博 成 太 
ブッ 人 ム 一 ・ 赤 ナー ル ん 
7Z7c77 夫 

2 の 0 の 年 プ 情 3 互生 

34 蔵 4 且 型 万 カナ 


の / あ の 衝 訪 55 


訪 長 ・S4 ぴ S 請 所 誘 
ヴ ツァ ブ チラ テラ ・ キ シュ 
7Z5c77 孝 
ク の 75 企 6 選 23 戸 学 
79 蔵 硬 型 戸 カ ナ 


7 だ / / 
/ 7 が た と / ん / 


7 / ケ /7/ / 
た た) っ 7/ 7 / / 7/ 


少 時 ・S4 ひ S 生 肩 
チャ ミソ ・ フ ィ ソ シタ ー 


769c77 婦 


20 7 イズ 存 5 選 25 互 学 
2 の 蔵 の 型 刀 カナ 


独立 機動 中 隊 と は 目 接 の 関係 を 
が 、 中 磐 以降 ベー スキ ャ ンプ 【 
交 半 の 武 間 人 「 パッ ター ル j 8 の ) 
ンション を クリ ア し た と き に 、 戦果 に 応じ * 
う ポ イン ト で 
湯 か ら の 支給 唱 と は 別に 、 武 器 類 を 購入 す 

る こと が で きる 
この 則 商 人 は 、 世 界 各地 の 紛争 地域 を タ 
ー ゲ ッ ト に し て いる 。 則 の ルー ト か ら の 流 


出品 、 も し く は 戦場 で 使用 きれ た 中 在 の 武 


付 ら れる [カウ ンタ | と い 


や 


ある 程度 確保 し 、 昔 場 で 介 


2 な が ら 、 ま た 別 の 提 域 -^ こ と わた 
と いう 行 肌 の スタ イル を と っ て いる 


ラ 
N 


独立 政府 
ザイ 


CA に 一 人 の 男 が 反旗 を 翻す 


テア フリ カ 共 同体 の 方針 に 満 を 抱き 、 狐 "た る 涯 力 失っ た CA は も は や 抗 職 か に 
立 表 府 の 樹立 を 党 言 し た 男 。 彼 が 受け 持っ 。 な っ て し まっ た 。 
て で いた CA 北部 州 方 面 常 の 次 力 な 機 有 部隊 人 と な り は ワガママ だ と 言っ で いい が 、 
を パッ クボ ポー ン に し て お り 、 北 部 山 折 地帯 。 実際 に 単 号 独 立 必 人 府 を 狼 そ うと いう 活動 的 
に 提 点 を 帆 く その 党 事 力 は 強大 で ある 。 主 な 上 避 に つい て は 一目 区 く と ころ が ある 


7// / 
し グル / / に 
「 / 7/ / /7/7 人 ハー//77 
た // 7 た ん // / 7 477 / 


ゲ ザ プ ア ス ・ チ ャ ルマン ギ マ 


WO の 4724 


※ ま HIRD'S EYE VIE 肌 OTNHRMIIIGIUI 央 


sr 


了 じ た 犬 売ら 人 た 情 ' 
で は 、 用 究 軟 居 牧人 の た め | 620UB 培 と み ら れ る 


リー へ は で 宮 1 ( に 電 に ー が 、 ザ イア ス の 居 電 所 は 不明 0 
| こ 北 2 IM テリ が (2 し FR 』 ミア 団 と いう 依 兵 部 隊 が ザイ ン 
前 線 の 防衛 に 当たっ で いる 。 


ミン ゴス ズ 


MO の 474 


独立 政府 ザイ ン ゴ に 訣 わ れ て いる 腕利き 
の 代 兵 対 衣 。 ザイ アス の 護衛 と し て 最前 線 
の 守備 に 就き 、 ま た 戦闘 の アド バイ ザー 前 
役割 を 果たし て いる と も いわ れる が 、 真 偽 
の ほど は 定か で は な い 。 パリ ー、 ミン ゴス 、 
アン ドロ ー と いう 名 前 は 、 備 兵 の 常 で それ 
ぞ れ コー ド ネ ー ム で あり 、 被 ら の 国籍 や 素 
性 は 棚 ら か に な っ て いな い 。 も と も と は 北 


7 が 人 77 と 
/ 7// /7 /.77./ 


娘 兵 パ ミ ア 盛 


7/7/ / 

太 ん ん 
嫌 琴 パパ ミア 盛 
ノイ ゾー 


MO の 4724 


や 東 ア フリ カ を 中 心 に 活動 し て いた らし い 。 
隊長 的 な 立場 に ある の が 年 配 の バリ ー。 そ 
の 下 に 無口 な ミン ゴス と 、 若 く て 鉄砲 玉 の 
よう な アン ドロ ー が つい で いる 。 パ リー が 
乗っ て いる の は EC ドイ ツ 連 邦 シ ュ ネ ッ ケ 
社 製 の WAW ヴ ァ ー ゲ プル ス (指揮 官 モ デ 
ル )、 ミ ン ゴ ス と アン ドロ ー は 、 同 じ く シ 
ュ ネ ッ ケ 社 の ヴァ ー ゲ に 搭乗 し て いる 。 


帰 左 パ ミア 
アン ムロ ー 


WO の 474 


シン セミ ア 小隊 


機動 兵器 を 駆る 悪魔 の 備 兵 部 隊 


中 冬 以 降 、 た び た ぴ マッ コイ ら の 前 に 現 ドイ ツ 系 の 女性 。 そ れ に 小隊 の メカ ニッ ク 
われ る 謎 の 人 大 呈 部 隊 。 カ リカ リ に チュ ー ン も 担当 する ボー テン ド 系 アテ メ リカ 人 の 「 死 
され た WAW、 肩 の 交差 十字 の エン プレ ム 神 ] パッ ズ と 、 斬 り 込 み 役 の ドイ ツ 系 オー 
が 、 東 区 や 中 東 の 昔 場 で 恐れ られ て いた 。 スト ラリ ア 人 「 狂 夫 ) リー フ の 3 人 で チー // 導 
リー ダー は コー ド ネ ー ム ・ ト ッ プ と いう ム を 組ん で いる 。 「 


帰 左 シ ン ち ミア グッ 応 応 長 
トッ プ 
7Z5c/ ヵ 女 


MO の 4724 


数 丘 シ ン ち ミア グ 記 
が 


に 明 32 茅 


7 が O の 47 


7 


この ゲー ム の 主役 と な っ て いる の は 、W 
AW (ヴァ ンド ルン グ ・ ヴ ァ ー ゲ ン ) と 呼 
ば れる ? 脚 歩行 型 昔 関 車輌 で ある 。 こ の 温 
証 は 、2025 年 に ドイ ツ 連 孝 ツ ヴァレ ン シ ェ 
タイ ン 大 学 の ラン ドル トト 教授 が 開発 し た 作 
業 用 ロボ ッ ト を 元 に 、U SN の ディ アプ ブル 
アビ オニ クス 社 が 実用 化し た 兵器 。 ラ ンド 
ルト 教授 が 研究 し て いた 、 化 学 反応 に より 
人 間 の 筋肉 の よう に 伸縮 する 組織 、 ア タチ 
ュ エ ー タ ー が 基 香 技術 と な っ て いる 。 


大間 半 み の 微 學 な 足 は こび と バー ニヤ の お 
か げ で 、 逝 下 苑 戦 の 主役 た な りつ つ あ る 。 


7 


2034 年 、0OCU が 前 線 に R]-2 1 を 投 
入 し て 以来 、WAW は 急速 に 普及 し 、 近 距 
離 地 上 了 戦 の 分 野 で は すっ か り 隊 車 に と っ て 
代わ ろう と し て いる 。 と いう の も 、 地 上 戦 
で 重要 な 役割 を 果たし て いた 涯 車 と 比較 し 
て 、 次 の よう な 点 が 矯 れ て いた た め だ 。 1 
つ は 、 起 伏 の ある 地形 の 踏破 能力 が 非常 に 
高く 、 機 動 性 に 富ん で いる こと 。 他 の 兵器 
が 移動 で き な い よう な 局面 に お いで も 、W 
AW は その 能力 を いか ん な く 多 揮 する の で 


l 


近代 近 距 離 戦 に 
お ける 
WAW の 優位 


ある 。 2 つめ に 、 半 水 久 前 な 航続 時 間 が 汰 
げ ば られ る 。WAW の 動力 は 、 燃 料 電池 と 苦 
電池 、 及 びそ れ を 充電 する た め の 左 縮 天 然 
ガス エン ジン 、 発 電機 ある 。 ふ だ ん は こ 
の 燃料 電池 が 電力 を 供給 し 、 甘 電池 の 電路 
が 下がる と 、 エ ンジ ン が 発電 を 行う 。 ま 
思 黄 ンプ や 移動 時 の 運動 エネ ルギー 
E2 地 も エネ ルギー に 変換 する 装置 を 内 蔵 
いる た め 、 長 時間 の 作戦 に も る 打 袖 給 で 


WAW の 進化 


さら に WAW の 追い に な っ た の が 、 パ 
ー ツ の モジ ェ ュー ル 化 で ある 。 モ デル が 発 な 
っ て も 、 各 部 の パー ツ が 流用 可能 な 汎用 品 
こ な っ た た め 、 パ バー ツ の 現地 生 導 ・ 現 地 調 
達 の 道 が 開か れ た 。 保 守 の 手間 が 大 帽 に 軽 


減 き れ た だ け で な く 、 各 部 の パーツ を 組み 
合わ せる こと で 、 別 の タイ プ の WAW を 製 
造 す る こと も 容易 に な り 、 さ きま ぎ まな 局 訂 
に 最適 化 き れ た モデ ル が 作ら れ た 。 例 は ジ 
ェ イ ド メ タ ル 祉 の WAW の 進化 で ある 。 


菩 FMC : フル モデ ル チ ェ ンジ 


独立 機動 中 隊 が 初期 に 搭乗 し て いる R ] 
タイ プ の WAW が 、 実 際 に 戦場 で 使用 きれ 
た 最 補 の 「 戦 閲 用 | WWAW で ある こと は す 
で に 述べ た と お り で ある 。 こ の WAW は 、 
OCU オ ー ス トラ リア の ジェ イド メタ ル 神 
が 独自 に 開発 し た も の 。 し か し 、WAW の 


4 
の / 


ーー 


ブラ ディ ー・ ブ ル 


ワリ // / 
4 た た 


機動 力 : 61act/h 


ジェ イド メタ ル 社 ( 〇 CU 豪 ) 製造 
防御 力 : 1800AP 


基礎 技術 と な る アク チュ エー ター は 、 元 来 
EC ドイ ツ 連 孝 の シュ ネッ ケ 社 で 研究 が 進 
め ら れ て いた 。 も ちろ ん 、 シ ュ ネ ッ ケ 祉 は 、 
ジェ イド メタ ル 社 興 の WAW の 成功 を 指 を 
くわ えて 見 で いた わけ で は な く 、 ほ 同時 
期 に シ 


場 し な いも の の USN の DA (ディ アプ ブル 
アビ オニ クス ) 社 も 、 こ こ で 紹介 する よう 
な 了 開 用 WAW を 実用 化 さ きせ で いる 。 また 、 
血 車 や 航空 機 を 製造 し て いた トロ ー、 モン 


ダー 祉 な ども 数 年 後に WAW の 市 場 に 参入 


+ ネッ 人 ケ 社 、 そ し て ゲー ム 出 に は 琴 し で いく こと に な る 


選び - ご / 
リノ アリ 7 イガ ナリ ルル / ガ 

4 た 4 ルリ ルル リル ガリ リリ 
プラ ッ ド ハウ ンド 

ジェ イド メタ ル 社 (OCU 豪 ) 製造 

機動 力 : 100act/h 防御 力 : 1800AP 


史上 初 の 戦 呈 専 用 東 
ー フ - 情 記 雇 措 * 二 処 理 閥 
| け げ で 、| 還 串 細 詳 大 但 ね 開 重 栖 放 | 上 が 自 


W / 講 」 守 

忌 /- と 6 

太 / /777 が リル / ガ 7 リ / 
「/ / / 胡 ガ ガ / 訂 / 記 / 朋 / ガガガ 


プラ ッ ド ハウ ンド G 
ジェ イド メタ ル 社 (OCU 豪 ) 製造 
夫 叶 ガ 3 112act/h 防御 力 : 2100AP 


っ cc り 


/ カカ カル が 7 人 / カ と // 
7 が が だ と だ 

プラ ッ ド ハウ ンド レッ ド ・ ア イ 

ジェ イド メタ ル 社 (OCU 泰 ) 製造 

機動 力 : 119act/h 防御 力 :1800AP 


ラ 本 学 寺 / / 

た ーー の 

リリ アガ 7 イガ カム /77 /7 ア 4 
「/ 半 / チ メリ 打 ///// 7 た 呈 に ン 
プラ ッ ド ハウ ンド マー ク 2 

ジェ イド メタ ル 社 (OCU 豪 ) 製造 

機動 力 : 87act/h 防御 力 : 3200AP 


R J プー プ 機 種 。 アー マー 


0|7|5 


ナナ アリ 7 ガル が リル / ガ 万 
7 た 47477 た / た 7// 7 師 2 ど ん 7 


ブラ ッ ド ハウ ンド マー ク 2 G 
ジェ イド メタ ル 社 (OCU 豪 ) 製造 
機動 力 : 100acUh 時 3600AP 


日 | 指 揚 官 機器 類 な どの 装 端 が 追 
加 さ れ て いる モデ 日 り 、y | の Se 
な っ # 


っ 昌 ] 


の 2 7 リ / / 太 が 


ブル ・ シ ョ ッ ト 
ジェ イド メタ ル 社 (OCU 家 ) 製造 
機動 力 : 112actUh 防御 力 : 3400AP 


ド 3 代わ りら り 登場 た 新 世 民 要 
クチ か ら 2 チ で ビル ド さ れ た 
な 抗 江 層 用 人 輔 7 


A/- 坊 ル 

が が) 5 が 7 7 が た アメ 
ブル ・ シ ョ ッ ト タイ プ X 

ジェ イド メタ ル 社 (OCU 豪 ) 製造 
機動 力 : 125act/h 防御 力 : 4500AP 


H J 】 4 村 幾 と 同 


た ブウ ラ 


フル リリ と /77 テ / た た 


(ん = が 477 リコ 
ブル ・ シ ョ ッ ト タイ プ S 

ジェ イド メタ ル 社 (OCU 豪 ) 製造 
機動 力 : 100act/h 防御 力 : 5500AP 


た 旨 日 


と す ル / 
と ザイ 
リリ 777 の / 
た 4 た た 6 が 7/ マガ / 7 

ブル ・ シ ョ ッ ト レッ ド ・ ア イ 

ジェ イド メタ ル 社 (OCU 豪 ) 製造 

ao 132acUh 2 3400AP 


3 4 を ベー ス に 、 貸 
モー 背面 | こ 大 雪 ゼ 
より 地下 で も 現在 地 人 


7 77 PE 


この ッ ト タイ プ R 
ジェ イド メタ ル 社 (OCU 豪 ) 製造 
機動 力 : 112act/h 1? 6300AP 


が 購 を 加 えた 


テア -/777 
7 た //7 た 7 ル / 


テレ 
/ た /7 


レン ニン 
ジェ イド メタ ル 社 (OCU 豪 ) 製造 
機動 力 : 125act/h 防御 力 :22000AP 


還 

= 

党 / グー の 用 

三 た // -// 

回 // ワ た た 

た が が 7 ル 7 た 

= ヴァ ー ゲ 

本 シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連 邦 ) 製造 


機動 力 :61act/h 防御 力 :2400AP 


事 田 構 


| 


た だ の か / 


っ / 


が ため 


た //// 

// ど 
7 77 と 「 夏 と し / う 
ヴァ ー ゲ ブル ス 


シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連 邦 ) 製造 
村 動 力 :74act/h 防御 力 :2800AP 


ナリ 7/7ー 7 た 7 
し 47 77 
4 誰 と 万 衣 ER 
ヴァ ー ゲ アオ フク レー ラー 
シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連 邦 ) 製造 
村 動 力 :87act/h 防御 力 :2400AP 


』 
] 友 


/ / /_/ ど カ 

た の フー が 

が 7 アー ル / デ カカ た テカ ロカ) ル / デ 
4 た (た だ 7 大 
ヴァ ー ゲ フェ アシ ュ テ ルク ング 

シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連 邦 ) 製造 
機動 力 :36act/h 防御 力 :3000AP 


「 糧 「 人 5 / 7// 
上 4 の ー/ / た ガ / 
4 た (ただ 5 が 大 7 が 訪 ど 
ヴァ ー ゲ フェ アシ ュ テ ルク ング ツヴァイ 
シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連 邦 ) 製造 
機動 力 :48act/h 防御 力 :3200AP 
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が )- 旋 ガ 4 計 ガ が の と // 


// ワ ワ レビ / ルム / デ 
(た 人 だ 5// 人 ん 7 //.7 


ヴァ ー ゲ プル ス フェ アシ ュ テ ルク ング 
シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連 邦 ) 製造 
機動 力 : 48act/h 防御 力 : 3400AP 


和 ff 三 MW 


~6 ブ 


7 / げ / // と 

シュ ッ ツ ェ 

シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連邦 ) 製造 
機動 力 : 93act/h 防御 力 : 3000AP 


が 7 ナリ リリ 
肌 ん た - ぬ が た ガ が 7 77 7 「 厩 W が 


// が /7 テロ ロ と / / デ 
/ た 人 バ ら / ガマ 4// /47 


ヴァ ー ゲ ブル ス フェ アシ ュ テ ルク ング ツヴァイ 
シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連 邦 ) 製造 
機動 力 : 61aci/h 防御 力 : 3600AP 


= 4 


と / リリ 7 イ 

ュー7747/ ル / ば 

5 太 / が た が と 
シュ ッ ツ ェ プル ス 

シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連 邦 ) 製造 

機動 力 : 106act/h 防御 力 : 3400AP 


ら /7/7ー リ 7 フ 

g7/ リブ 4 
7 た 太 た 大 た だ 
シュ ッ ツ ェ アオ フク レー ラ 

シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連 邦 ) 製造 

機動 力 : 112act/h 防御 力 : 3000AP 


// ど _- た た // テ アフ 

だ が / 6/ プ 硫 / ル ん 
/ / テ 放 / パ / 
(た だ 5// マガ / 747 
シュ ッ ツ ェ フェ アシ ュ テ ルク ング 
シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連 邦 ) 製造 
機動 力 : 74act/h 防御 力 : 3500AP 


と し 較 し し て 


ー 万 た ガ / ビル リル // テ フラ の /// ビ 
7 カー / プル ナル リリ アル た / た ル ん / し / 


// ビ た ee リバ / 
/ ど バブ リリ 7 バリ 7 ル 4// 7 


シュ ッ ツ ェ ブル ス フェ アシ ュ テ ルク ング 
シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連 邦 ) 製造 
機動 力 : 87actUh 防御 力 : 5000AP 


詳 種 に な る ぐ 


# じ と 


テ ビ し ー 
// 7 /7 
と ワカ / ジ 
7 ん 了 
上 Sa 


/557 の の だ た 子 所 が ガル 


セン ダー 社 (EC 英 ) 製造 
機動 力 : 36actUh 防御 力 : 4000AP 


リリ ワル 7 た / 太 
/ 4 が 7 バリ が 7 た 


パウ ー ク ラキ ェ ー タ 
セン ダー 社 (EC 英 ) 製造 
枝 動 力 : 36act/h 防御 力 : 3500AP 
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ルナ / ル 7 た // / 

ディ ウゴ ー ニ 

セン ダー 社 (EC 英 ) 製造 

機動 力 : 74acUh 防御 力 : 30000AP 
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PAD 原 /』 7 た リリ / に ビビ 
95 品 た た りつ と IITFLFFLIL」 


クリ ザ リ ッ ド フ ュ ゼ 
トロ ー 社 (EC 仏 ) 製造 
機動 力 : 87act/h 防御 力 600AP 
の 池 是 た ー 社 の 生 造 する 装甲 間 
昌世 代 の 昌 11 』 た る が 、 まだ まだ 戦場 で は 多用 さ 


テー 


ITLLLLLhLN 


6 ガ -/ 和 ル / 


の た /7 
た /7 バ ニ 7 ら / 7 // た 


クリ ザ リ ッ ド 
トロ ー 社 (EC 仏 ) 製造 
欄 隊 の > 97mcMh 的 利 カ : 600AP 


HIM 


が し / 
4 ガー リ 
リリ ルル / 

! 寿 万 た 
ルケ ー ネ 

トロ ー 社 (EC 仏 ) 製造 
機動 力 :60act/h 防御 力 :3000AP 


トロ ー 社 の 得意 と する 戦 
1.% 系 ナ キナ ー 出 を 中 で [ 


た < 
75 た 


イン セク 


が -g 
6 と が 人 ん. と た 


セク フレ ー ク 


/ー/777 
た / ん 7/ 


ガ / カ リ ビ に 
9 / た た と 


ガリ ゴル 7 
7 77 ん // 


7 がら 太 7 ガ 


3 1 式 1 号機 


ヤギ サワ 重工 社 ( 〇 CU 日 本 ) 製造 
機動 力 : 100act/h 防御 力 : 10000AP 


ヤギ サワ 重工 社 (OCU 日 本 ) 製造 
機動 力 : 100act/h 防御 力 :7000AP 
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に 
じ さ 
ご 
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に 1 
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ー/ 「 履 


パパ / ヲ /, / リ 7 
77 / た 廊 7/ / 炊 7 


ダチ ュ ラ 改 ウ ロラ ンタ 
シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連 邦 ) 製造 


と ルー / リ カリア) / / 刻 
/ 


ー/7 フ 
7 7 プー の / ィ 


3 1 式 3 号機 


ヤギ サワ 重工 社 ( 〇 CU 日 本 ) 製造 
機動 力 : 100act/h 防御 力 :7000AP 


者 
ま 


7 ガム / 7 
ん 代 / 7 7 7 / 


機動 力 : 106act/h 防御 力 :22000AP 


この ゲー ム で は 、 兵 装 は 基本 的 に 箇 か ら 
文 駿 きれ る も の を 使用 する こと に な る 。 支 
給 き れる 兵 装 の 種類 は 、 メ イン アー ム 、 
バッ クウ ェ ボ ン 、 WW メ 
ィ ン ア ー ム は 弾 数 に 制限 の な い 武 器 で 、 

AW の 石 腕 に 装備 きれ る も の バッ クウ ェ 
ボン は 機体 左 後部 に 装備 する 兵 装 で 、 弾 数 
に 制限 が ある が 射程 が 長く 、 成 力 の 高い 武 
器 。 シ ー ル ド は 機体 の 外 久 力 を 』 向 め る 防具 
で 、 な た な 朋 に 装備 する 。 そ の ほか に 、 ミ ッ 
ショ ンク リア 後に 得 ら れる カウ ンタ を 消費 


し て 、 武 器 商 人 か ら ボ ルト オン を 購入 する 
こと が で きる 。 ポ ボル ト オ ン は 機体 の 石 後部 
に 装備 する 特殊 殿 装 で 、 巴 備 の 弾倉 や 防御 
力 を 上 げ る スモ ー ク ディ スチ ャ ー ジ ャ ー な 
ど 数 十 種 類 が 存在 する , 
これ ら の 捧 装 は ほか の バー ツ と と も ! 

デア ィ アプ ブル アテ ビオ ニク ス 社 の 手 に よっ て 大 
通化 きれ て いく 。 そ の 結 果 、WAW は 般 
地 で の 高い 汎用 性 を 認め られ 、 2 1 世紀 初 
頭 の 局 地 温 に お いて 中 心 的 役 軸 を 担う こと 
に な っ て いく の で ある 


「/// リ た が 7 イア ナ /7 ガリ ビア 7 アカ 7 
7 - た 入 7// ん / ど 7 が /4 47 ん と 人 


7 アリ ルル / ビ デカ ガロ テア //7 ガ 7 
リル た リリ た ルリ 7 / 7/ 人 バリ 7 

ダチ ュ ラ 改 デ ィ ス カラ ー 

シュ ネッ ケ 社 (EC 多 連 邦 ) 製造 
機動 力 :106act/h 防御 力 :26000AP 


ルアー ロワ ロ ガ テ アガ / 太 た // 777 か の 
47 ルー た 人 バル 47747 77 た た た /7/7 ル // // / 
ルム ハ / ビ カリ ロナ テロ カワ ロロ 

/ た / た ィ / / /A7 が 77 


アト ロー ハバ 改 ペラ ドン ナ 
シュ ネッ ケ 社 (EC 独 連 邦 ) 製造 
機動 力 :119act/h 防御 力 :20000AP 


+ や 機 


史 用 材 


ガ /5 57 の が 了 7 だ だが 太 7 びと 
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Equipment 一 


中 SAUS が 公式 採用 し て いる エキ ッ プ メン ト 
WAW の 装備 品 及び 痢 ルー ト で 入手 で きる 


ボルト オン の 一 部 を 紹介 する 。 


777 ワ / 人 / 
/ / / / / / 


石 脆 に 取り つけ る 主 兵 器 
マシ ン ガ ン ・ ガ ン の 2 種類 が あり 、 紅 数 制限 は な い 


ディ ン ガ ス DINGUS ドー ク DORK 
も ド メ タ ル 社 製 
人 人 8 10X3 


ラム ロッ ド RAMROD 
財 メタ ル 社 製 


97/ ル / 

「 人  。 

な 後部 に 装着 する 補 甚 兵器 

攻撃 が 高く 、 射 租 が 長い が 、 弾 数 に 制限 が あぁ 


ブル ー ベ イナ ー BLUE VEINER が スタ ッ プ STAFF 
パ ペ ー ル 社 製 誠 丘 パ ペ ー ー ル 社 


ミ 


5 が で 7 
ma / / 
だ 及 に 装備 する 盾 

* 定 の 耐久 度 を 越え を た ダメ ー ジ を 受け る と 壌 れ て し まう 


フラ ッ ト FLAT 
OCU 陸 防 軍兵 器 
開発 局 製造 
耐久 力 : 2000 
機動 力 : -10 


に /7 / 
ん ん / ん 
カウ ンタ を 払っ て 商人 か ら 購 入 す る 

稼 給 ・ 性 能 向上 ・ 防 和 伯 な どの 効果 を 持つ 


AMIS オー ト ガ ドリ ング 
ヴィ ンズ ス 社 製 
16 

な し 
り 本 10000 
呈 隊 に より 地 近 ずる サイ ル AE 
が 、 性 掲 は 良く は な 


ICE-0 1 赤外線 抑制 装置 


セン ダー 社 製 
攻撃 力 X 回 数 : 一 
命中 値 : -15% 
射程 距離 ・ 一 
東 数 制限 : 一 


消費 カウ ンタ 8000 


エン ジン か ら の 応 外 且 放 出 を 抑え 、 
ミサ イル の ロッ ク を ある 程 措 号 ぐ 。 


FCS-1 1 火器 管制 シス テム 


消費 カウ ンタ : 8500 
メイ ン ゲ ー ム 専用 の 以 明和 制 シス テム 。 
攻撃 中 案 在 向上 させ る 。 


NINJA-03 エー ク ディ スチ ャ ー ジ ャ ー 
カメ 


値 30% 
る 人 カウ ンタ 2000 


連対 の 没 お よび 味方 の 
を 下げ る 。 1 5 秒 。 


ダイ アフ レー ム ・ イ ー タ 
DIAPHRAGM H 
OCU 陸 防 軍兵 問 
開発 局 製造 
遼 劉 力 : 2800 
機動 力 : -10 


OwIEye ナイ トス コー プ 
ジェ ネ ラ ルコ ー ル スマ ン 社 製 


弾 数 制限 : 一 
消費 カウ ンタ : 
天 蔽 剛 用 の ナイ トス コー プ 。 破 半 斉 
意志 を 大 】 剛 に 上 ける 。 


Rshell-O1 予備 弾 含 
パ ペ ー ル 社 製 
和信 1O 
射程 距 
本 :ー 
費 カ ウン タ : 500 
予 包 議 倫 。 バリ クウ ェ ポ ボン 装弾 数 を . 
2 発 協 や すこ と が で まる 。 


HI-Pack01 高 機動 ユニ ッ ト 


PE 


江 カ ウン 2 : 5000 
も 【 


arImS 
IneUD 


デン ププ. オルタ ナナ テ ィ 


FA の 全編 を 通し て 鳴ら され る 音 

それ は 従来 の ゲー ム と は 確実 に 違っ た も の だ . 

riow arai の 手 に よる その 音 は 、 

新しい ゲー ム の 音楽 と 言え よう yr 時 5 

言葉 に よっ て 解明 され る FA の MUSIC SIDE 2 
この アル バム は 、 あ えて 言う な ら 、 リ スニ 
ング を 意識 し た アン ビエ ント ・ テ クノ と い 


7 7 / が 9 あて い ん 
ん / // チン っ と 緒 プ な と いう 感じ 


の リリ ー ス 元 で ある イン デ 
レー ズリ 2 は 、 ry 
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チ My た 。CG を 全面 的 
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た / // ー 
半 だ /7 人 / と に まっ た ジャ ダッ ト 』g ジン の 
/ た 7 // ば 有 中 
msp 打 ン と ゲー ム 
の し た 
FROGMAN が 初め K リー ス し た ソ 反 ・ 
アー ティ スト の アル バム が 「 ア ゲイ ン 
だ っ た 。 と ころ が 、『 ア ゲイ シン | は 、 ジ ャ 
ケッ ト か らし て 、 テ クノ で は な か っ つた 
アメ リカ の 荒れ 果て た ガソリン ・ ス タン ド 


9 季 所 出し た 写真 か ら 
9 の) PT テキ サ 
を 2 向 和 風 の 寂 宮 た 
に も 聞こ えて き そ 


う な 感じ で す ら あ っ た 。 

実際 、「 ア ゲイ ン 』 は 不思議 な アル バム 
だ 。 テ クノ と 呼ば れる 音楽 を 、 一 般 に イ 
っ うに 、 和 無機質 で 単調 な ビー 


音楽 ど 天 維 把 に 捕え る 4 
内 けけ 記 を は その 重 時 
\ た 9 4 も っ と 
彩り 豊か 1 で あり 、 映 
で も あり ビエ シキ 記 い う 言 葉 が : 
時 る 、 リプ 痢 か ne 
と は 違う 。 緩 や か な ブレ イク ビー ツ も 含ま 
ナ ラジ 須 の 1 清 出 し て も い 
っ テ 90PPrae 
の イ を 裏 切 
り に も 、 ミ ニ マ ム 3 
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す 分 か り に くい 状況 に な っ て いる 。 た だ 、 
彼 の よう な 存在 こそ が 、 本 来 オ ル タ ナ ティ 
ヴ と 呼 ば れる べき な の だ ろう と は 思う 。 


し か し 、 で は 、 リ ョ ウ ・ ア ライ は テク 
ノ で は な と いう と 、 や っ リル 
0 6 た 音楽 
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も 、 テ ク す ! で い さ を 
に つけ で て い 多 と い な の 
いつ も 新しい 音楽 は 、 ょ 才 に / 
われ る 。 何かと 何 か が 予期 せ 記 出会い を 
し た と き に 、 そ れ は 起こ る 。 ジ ェ イ ム 
ズ ・ プ ラウ ン と クラ フト ワー ク が 出会っ て 
ヒッ プ ホ 22 イ と ケ = ム Wa ー 
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開発 の 人 も 、 い わ ゆ る ゲー ム 音 楽 っ て いう 
こと を 全然 要求 し て な か っ た ん で 、 す ご く 
好き に や ら せ て も ら っ た ん で す 。 ゲ ー ム の 
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まげ 


を オル タナ ティ ヴ 

そもそも は 、 商業 主義 的 な ロッ ク へ の 反 欧 か ら 
生ま れ た パン クー ニュ ー ウ ェ イ ヴ を 迎 過 し て き 
た ロッ ク に 対し て 用 いら れ た 名 称 で あっ た わけ 
だ が 、 そ こ か ら 派 生 し て 、90 年 代 の カル チャ 
ー を 一 居 象 孤 す る ター ム と な っ た 。 オ キル タナ テ 
ィ ヴ = 傍 訪 と は 、 も ちろ ん メイ ンス トリ ー ム 
( 要 め に 対す る アン チ と いう 痢 球 合い も 含む が 、 
メイ ンス ネト リー ム と な る べき 大 物 テ ー テ ィ メ スト 
や 大 き な ム ー ヴ メン ト の パワ ー が か つて ほど な 
く な っ で きた の が 、90 年 代 の 特徴 で も あり 、 
その 訪 味 で は 、 す べ て が オル タナ ティ ツ な 存 作 
で ある と も いえ る 。 ジャ ン ル の 棚 分 化 や 、 フ 
ァ ン の 多様 化 と いう も の は 、 こ の 事実 を 裏付け 
る 。 

し か し 、 そ うい っ た 状況 の 中 で も 、 メ ディ ア 
は 分 か りや すさ を 来 め 、 更 な る ジャ ン ル を 作り 
だ し 、 レ ァ テ ル を 貼り 、 多 様 な 存在 を 一 方 的 
な 価値 規 で 規定 し よう と する 。 オ ル タ ナ ティ ヴ 
と は 、 本来 そう いっ た 決ま りき っ た 価 信 電 を 区 
れ て いく こと か ら 、 新 し いも の を 生み み 出 そう と 
する 生 き を 指す 言葉 で ある 。「 フ ロン トミ ッ シ 
ョ ン キ オルタナ ティ ツ 」 に も 、 そ うい う 意 中 合 
い は 込め られ で いる は ず だ 。 


まり スニ ング 
クラ プ で 踊る た め よ り 、 自 宅 で リラ ックス し で 
聴く こと を 主 に 想定 し て つく られ て いる 脊 楽 。 


キア ン ビエ ント 
ビー ト の な い 和 和み 和 承 テ クノ 。 


謙 プ ロッ グマ ン 

riow mri の | s t ア ル パ ム を リリ ー ス し た テク 
ノ 末 門 の レコ ー ド - レー ベル 。 い ま は ブロッ 
グ ネ ーション と いう 組織 に 変り 幅広 く 話 虫 中 。 
主 億 者 は 、D」 と し て 和 振動 も し て いる 
KENeGO 一 と 、 か つて ブフ ィ ミ 通 で も 連載 を 持 
っ て いた ライ ター・ 佐 導 天 の 氏 。 


ネネ ブロ ア 

クラブ の 猪 る た め の ス ペー ス の こと 。 ま た プ 
ロア 向け は" と いう 言い 方 で リス ニン グ の 区 対策 
的 に も 使わ れる 。 


季 共 本 ・: グ ケータ ダー 
アメ リカ の ギタ リス ト の 名 前 。「 パ リ 、 テ キサ 
ス 】「 ク ケロ スロ ー ド 』 な どの 間 画 斉 丘 で も 有名 。 


キス ライ ド ・ ギ ター 

ポト ルネ ッ ク (ガラ ス 用 の [1 の 部 分 を 切っ た も 
の ) を 使っ て ギタ ー の ネッ ク を 滞 ら せ て 弾く ギ 
ター の 束 特 の 論法 。 


プレ イク ビー ツ 
ビー ト の 早い 斉 氷 の 生類 の 導 符 。 


ま ラ ウン ジ (ミュ ー ジ ッ ク ) 
クラ プ ・ ミ ュー ジッ ク の イー ジー・ リス ニン 
ダ 販 。 


まま ジェ イム ズ ・ プラ ウン 
時 人 シン ガー で ソウル の ゴッド ブ ィ ー ザ ー" 
と も 言わ れる 。 1933 年 生ま れ 。 


キク ラブ プ トワ リーク 
チク ノボ ポッ プ の 元 神 と な っ た ドイ ツウ の グル ー 
プ 。YMO の 元 ネ タ と も 。 


内 工 衣 泊 
ゲー ム に 音 氷 を つけ る と き の ひ と つの 方法 。 効 
果 音 BGMI を セット に し て 半 る 。 


キャ 「 ワ イプ アァ ウト (エタ セル) 」「 攻 バ 憎 穫 緑 | 
どちら も PS の ゲー ム の タイ トル 。 音 京 の モレ 
クト 面 で 音 吾 フ ァ ン に も 坪 修 の 高い 希有 な ソフ 
ト の 代名詞 。 た だ し どちら も 内 蔵 音 源 方 式 で は 
な く 、 音 楽 CD と 同様 の 方法 で 章 が 情 項 きれ て 
いる 。 


INTEHVIEW ・ TEXT = HAHA MasaekitHEADZ] 
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を す Ei 
0 革 
ヶ 1 


の 
普通 の と コー 


/ 25 1 2 
ッ ク に 1 つの 音 し か 入ら な いん で す よ 。] 

H 「 重 ね られ な いん で すか ] 

R「 え え 。 ド ラム な ら ベ ペー ドラ と ハイ 
ハッ ト み た いな 、 要 する に 同時 に 2 つの 音 
が 鳴ら な いん で す よ 。 だ か ら ペ ベー ドラ と ハ 
イハ ッ ト を 一 矯 に 鳴ら すっ て いう を や 
り た いん だ っ た ら 、 そ れ だ け で 


っ た ら 2 トラック 、 4 声 だ っ た 


ク っ て いう こと に 単純 に 増え て い 
ん で 。 だ か ら そ うい う 条 件 で 作っ ozc い 
まず その 条件 に 当て は め て 、 ど の omi 


る の か っ て で いう の が 、 す ご く 大 変 だ っ た ] 


H「 そ れ は で も 、 本 当 に 作り 
ちゃ いま す よ ね 、 今 まで の や り 
R 「 そ う で す よ ね 。 だ か ら に の テー 


7 : 


と と し 分 < 
し 6 に きっ の わけ じ 
り レ 


ac 9 
ルフ 
ジー』 wi 5 0 ネト トリ ン ウル 


ん と だ っ た ら す ご くき れい に 出し た いん だ 
けど 、 仕 方 な く 汚 く な っ て る っ て いう 感じ 
な ん だ けど 、 ま ぁ あ 今回 の 僕 の や つ は 、 そ 
うい う の も どん どん 汚し て OK、 も う 「 わ 
ざと 汚し て くだ さい 』 みた いな こと を 言っ 
た こと あり ます 。 ど っ ち み ちち ゃ ん と し た 


0 7 【 人 
00 使 玩 み た いな 感 
1 ず ず 2 


/ 


LuAr 

や ゃ な く て 。 

がく 6 っ て いっ 
* 3 ング する 
た て る 人 だ っ 
ン か っ た で す ] 


5 が わり と 
pu ルー の 
あい で お 。 tox / 


っ か ら 「 ア ゲイ ン 』 に っ て きとう 4 Ne 7 ティー 


は で き な い っ て いう の が 決ま っ て 
あど うす る か っ て いう と ころ で 、 な 
ノ っ て いう の が 一 応 大 前 提 と て ある 


で 、 そ うい う ト ラッ ク も の を 中 上 
ンプ ル な サウ ンド に し た ん で す 。 
ちょ っ と や り た か っ た っ て の も 半 に 
か ら 最 終 的 に は と て も 面白 か っ た ん で すけ 
ど ね ] 


の が ある と いう 意味 で すか ? 」 
JRT 

いし 、 Tn い 

は も う 、 PWM Me 
まあ 何 曲 か 作っ て る うち に 慣れ て 

音 と か も 、 "mac っ ンー 

を 下げ て る ん で 、 痛 定 的 に と 

く ロ ー フ ァ イ っ て いう か 、 そ うい う サ ウン 
ド っ て いう 風 に も 捉え られ る 。 そ れ は それ 
と し て OK か な あと 。 逆 に その 辺 の 音 に も 

すご く 異 味 あ っ た ん で ] 


H 「 ゲ ー ム 音楽 を 作っ て る 人 た 2 
は 、 レ ー ト 落と し て も 、 ロ ー フ wo 
RIOW 2 (本 名 : 6 gg 
0 性 別 @ 夫人 ra 


の 
ーJ に は 人 人 から Mt 


ン い 析 ま h1 は 交 6LOYJj YO 
テ は と 0 放出 で $、 
で ち y DK マン か と ら 和 4 / 』 


の する 和 】 Py 
スピ ビード で 喝 新 し 続け る 令 の ホー ィ 


1 ほれ た 雑誌 ! フ ェ ー 


Le 自 

ee 。 内 蔵 音 源 

ye か リ ミ ッ た いな 
れ ば | で す ! 


、 今 回 1 
て Ca 
に 作っ て た | に 


僕 が 自 


H NE は 
そう いう 制限 が ある こと で 、 で き て くる 


2 
ヽ 、 ちょ っ 
どう し て も 

ょ う が な いん で 
人 くま る と 、 衣 m 「 ド 
ダー 沿 の g か り 作 っ て 
し た 5 は いろ ん な タイ プ の 曲 が 


が" A/ アテ 
/7 / 


HH 「 音 作り は 、 画 面 を 観 た り し て 、 絵 
か ら 作 っ た ん で すか | 
R Ame それ は な か っ た で 


\ く reKo っ て い 
も う 


光 hm 5 か が え : 


が wmbient が 


te 
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*\ っ た と いう 
た 和 予想 し て ヴ 
pm た ! に 
ye ン に 使う と か っ 
の he 
アテ っ だ 時 と か あり 


HI 休 b な っ が か えっ て 合わ せよ う 
RewerEO ミス マッ チ 
て いう か 、 そ うい う の も 全然 あり だ な と 思 
っ て まし た 。 開発 の 人 は その 辺 は 一 切 口 出 
し し な か っ た ん で 、 も う 僕 の 勝手 な イメ ー 
ジ で 合わ し ちゃ うっ て 感じ 。 い わ ゆ る ゲー 


作り っ て いう り 上 【 
つっ た ん で 者 ] 
「 始 線 に シナ ! りき 2 


ki 0 1 


シー NT な いと 0 
導 ッ シ PO 
リー は ある ん けど 、 

り に の 
て 考え を 作 

4 じ で 

と い 
信 く り の 動き な ん で す よね 


信 溢 な 5 
Os まけ 
肖 ー マ - 


グラ フィ ッ ク 的 に は そん な に 
ん だ 介 ど 、 華 ご く 気 合 2 
ご い 


「 イ 
ん 9 2 訂 


導 0 サラ 


外部 の 人 を 使う と 。 キ ャ ラク ター・ 

イン も 外部 の 人 だ し 」 

HH 「 僕 の まわ り に は 音 を 作っ て いる アー 
ティ スト が た くさ ん いて 、 中 に は フリ ー で 


が ん らら 2 = 

時 / . お 
/ 

2 - 


し て 作っ て いる 物 と は 別物 と 
る 。 い わ ゆ る お 仕事 っ て いう 感じ が あっ て 。 


あん まり その こと に 関し て 話 と か い 
か ら 、 話 し た く な い の か な っ て じ が 
し ちゃ うん で す が 、 な ん か が 、 0 が い W 


楽 っ て そう いう 感じ じゃ な いで 

ティ スト の 部 分 と は 別 の 、 N 

な 部 分 で 、CM の 音楽 と か と 

「 実 は ゲー ム の 音楽 や っ て ます ]』 Je 

そう じゃ な い 、 単 に 従来 の ゲー ム 

ー テ ィ ス ト が 従う だ け で も 、 

2 ジ 的 に 提供 する の で も 
、 も っ と アー ティ スト が 積極 的 に 

人 際 の ム 音 楽 の 作り 方 っ て ん 

だ ろう な あっ て 、 何 と な く 思 っ 

けど 、 今 まで は 具体 的 に は 浮か に 

ん で す よ 。「 ワ イプ アウ ト 』 と か 

の F3 

緒 に 作っ て る わけ じゃ な いか ら 店 だ か ら 今 

の 話 っ て 、 す ご く 面 白い な と 思っ た ん で す 

けど ] 

R「 か な り 微 妙 な ん で す よ ( ワイ 

プア ウト 』 的 な や つ は 、 コ ン に 

ン CD と し て 存在 し て いて 、 そ れ を ゲー ム 

と 一 緒 に 聴き な が ら や る みた いな 感じ で す 

よね 。 そ うじ ゃ な く て 、 そ れ よ り も っ と 、 

awrwe こ DOW 


映画 的 な そう いう 作り を し な いっ た 
音楽 の 当て 方 を し な いと いう と こ ラ / り 
H 「 役 妙 な 距離 の と り 方 で すね 」 


R 「 そうですね 。 砂漠 だ か ら 、 
砂漠 だ ぁ 】 と か そう いう ん じ 
音楽 は 別 と し て あっ て 、 ゲ ー ム 
し て あっ て 、 そ れ が 合わ さっ た 


う の が 、 い いん じゃ な いで すか ね 。 そう 
いう こと や ん な いと 多分 面白 く な い ] 

H 「 ク ラブ の 映像 が 音 と ハマ っ た 時 っ て 
面白 いじ ゃ な いで すか 。 あ れ も ヴ ィ ジ ュ ア 
ル や っ て る 人 が 映像 を 事前 に 仕込 ん で は い 
る ん だ けど 、 特 に DJ と 締 密 に 話し て る わ 
け じ ゃ な く て 、 eo 


Y た だ わけ 
た の 
あっ て 。 OK 
ゃ や な し 
R 和 る 
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め ら 
4 S 履 1 肖 人 


の Ws 

ー ム と 肖 和 変 な 2 りす 

こ 一 つ DI デー ea 
そう いう 紛 囲 気 が で きれ ば な あと う 

tmyHcecr. の も し hG.NoEt Js 2 が ーー 

そう や っ て 全体 の 流れ を 作っ て 県 くっ て べ ト な 状態 で 


の 0 それ が いい と い 


と いう 。 
は な か っ 


好き な 
独立 し て 
合っ て る っ 


9 な と で すね 。 
0 Aa 
7 9 / 


て 作っ て いう こ を チョッ ル ず ょ た だ か ら ミ ス 
NN 


人 


リナ マス ん で す が ] 
が 通 に 作っ 

サン を oO: て に 

ス ドラ ドン と か チッ と が そう い 
和義 スク ウ ア の サウ 
ンド 9 で も らい 震 し た 。 送 


に Ma 。 の シー ケン サー で っ て る 1 1D 


條 どか を 、 AIA 


人 テッ 2 
ト ・ 上 プロ グラ ム 


が ある ん で す よ 。 そ れ を また スク ウェ ア の 
人 に や っ て も ら っ た り し て 。 で 音 は 音 で 録 


っ て も ら っ て 。 最終 的 に は その テキ スト ・ 
CR 
ざわ ざ 
し 直し て 


ディ ッ ト 
か な り 大 


DP な ら な 


これ っ て いう 感じ だ っ た ん で ( 笑 )。 ま だ 
まだ 、 考 えよ うに よっ ちゃ いっ ぱい ある と 
思う ん で すけ ど 。 ほ ん と に 僕 1 人 じゃ で き 
な いっ て 部 分 が 多い で すね 。 そ の M 1 D | 
デー タ を テキ スト に 直し て 、 い ろ い ろ 組 み 
込ん で っ た りす る 人 が 1 人 いて 、 あ と は 音 
を 録 る 、 SE と か も 全部 や っ て る 人 が 1 人 


いて っ て し り で "た っ 
う 感じ な アア 
H「 だ ない 


0 っ AA 


ム に 
UM ま Ms 呈 
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2 テッ 
し 
5 
だ ろ 

っ て すでに 


は 科 3 る 
8 


グラ ム 的 な こと も わか っ て る 、 で も 一 応 音 


EE: ま ジ 三 と が て る 
ー ム を 作っ っ で や ら の ! 
いな いん で ね ] 


R 「 だ か ら オ ル タ ナ 開発 チー ム は 、 ス 
クウ ェ ア の 中 で も ほん と に 異色 な ん で す よ 


ーー 
9 
ルッ に 委 


中 の プロ グラ ム で 、 リ バー ブ が 1 個 し か な 
いん で す 。 絶対 ディ レイ と か は 必要 な ん だ 
けど で き な い ん で 、 ま ず そ の 時 点 で どう し 
よう も な いと 思う ん じゃ な いか な ] 

H「 テ クノ と ゲー ム っ て 、 結 び つ いて 
いる よう に は 言わ れ て た わけ だ けど 、 で も 
実際 に は テク ノ っ て 音 が あっ て 、 そ れ に 付 


人 
0 が の ) エケ y 20 
ば り 、 作 
る 側 の セン ス っ て いう の も ある と 思い ます 
ね 。 3 / テ 3 
194 の 池 お 
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ん / / テ ビ ん / テ / // 
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7 し が だ M た ナゼ だ 
ロロ A/ 戸 / テア 

ビ / / 7 と # だ 院 で arrtode 
/ ワ A/ テ / 2,。 

た よん ョ ニア 7 た -/ た た 


ん が: 2 と の iP 
dd 
も W 
// 水 人 
7 だ が 7 た た 


/ 半 当 お と 


間 の 0 


PA た た /7 ん / 7 


ァ と の が 
た だ / の / た 


や ドー に ー 


ii| 
と は Jr 


チョ コ ボ の 不感 議 な ダン ジョ ン 

チョ コ の の 揚 関 人 ダ ンジ ョ ッ ガイ ドブ ッ ク オリ ジ ナ ル ・ サ ウン ド ト ラ ッ ク 
9 中 本 体 価格 800 円 (税別 ) 12 月 21 日 発売 価格 1.942 円 ( 培 別 ) 
特典 スー パー シー ル 下 敷き ” SSCX 1004 


It > ー フロ ント ミッ ショ ン オル タナ ティ ヴ 2 
ME タイ ドブ プッ ク 。。 リョ ウデ アオ ャ ナル ・ タ ッ ンド トラ ッ ク 
好評 発売 中 本体 EE 発売 中 価格 8.233 円 (税別 ) 2 
f 評 発売 中 本 体 価格 /B00 円 (税別 ) GSCX 10010 価格 1.94 円 (税別 ) 


ライ 江 人 が 
軸 周 際 


完全 攻略 本 "98 年 新春 発売 予定 ! 


に i 


フロ ント ミッ ショ ン セ カン ド ガイ ドブ ッ ク に を ルン と 2 の 
好評 発売 中 本 体 価格 /800 円 (税別 ) ae 2 ki ンー の 
も 評 発売 中 本 体 価格 /1.000 円 (税別) 5 価格 /1.942 円 (税別 


チョ コ ボ の 不 思 主 な ダン ジョ ン アレ ンジ ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン "COI VENNI GIALLI" 
'98 年 2 月 5 日 発売 予定 予価 2.718 円 (税別 ) 


ゼノ ギア ス ガイ ドブ ッ ク 
"98 年 2 月 発売 予定 価格 末 定 


ゼノ ギア ス ポス トカ ー ド ブッ ク 
"98 年 2 月 発売 予定 価格 未定 


ゼノ ギア ス オリ ジ ナ ル ・ サ ウン ド ト ラ ッ ク 
"98 年 2 月 5 日 発売 予定 予価 2.718 円 (税別 ) 


* 番 捕 は 、 デ ジ キ ュ ー ブ の ある コン ビニ エン ス - ス ト ア も し く は 全国 時 店 で お 求め 下さ い 。* CD は 全 本 
レコ ー ド 店 で お 求め 下さ い 。* た だ し 、 一 部 お 取り 抽 い し て いな い 店 合 も ご ざい ます の で 、 ご 了承 下さ い 
1997 スク ウェ ア 
1 マー ク れ よび "PimyGtaion" ほ (大 ) ソ ニー- コ ンピュータ エン タテ イン メン ト の 商 栖 で す 


登 Digicube 
株 式 会 社 デ ジ キ ュー ブ 定価 (本 体 800 円 + 税 ) 


串 有明 間 上 ALENNATIVE 


フロ ント ミッ ショ ン オ ル タ ナ ティ ヴ ガイ ドブ プ ブック 


Special Thanks 
新井 亮 

HEADZ 

央 沢 朋 子 

旧 岡 さと 美 


SuperviSer 
中 水 清 買 (for SQUARE) 


発行 :1997 年 12 月 18 日 初版 


発行 人 : 移 木 沿 
編集 人 : 横 田 洋文 


発行 所 : 株 式 会 社 デ ジ キ ュ ー ブ 
東京 都 渋谷 区 恵比寿 1 -20-18 三 富 ピ ル 新 前 
TEL 03-3444-5765 FAX 03-3444-5940 


落丁 乱丁 本 は お 取り 替え し ます 。 

二 書 の 全部 . あ る い は 一 侵 を 

小 社 か ら の 承認 を 換 ず に 無断 で 提 問 する こと は 
いか な る 方 法 に お いて も 禁じ られ て いま す 。 
ゲー ム 内 容 に 関す る ご 綿 問 に は 

一 切 お 答え で きま せん の で こ 了 承 く だ さい 。 
定価 は 表紙 に 表示 し て あり ます - 


1SBN 4-925075-17-9 CO076 


②1997 スク ウェ ア 
っ 電マ ー タ ョ よ O PlayStnonrt () ソ ニー- コ ンピュータ エン タネ テイ ン メ ント る 価 頃 で す 。 


フロ ント ミッ ショ ン オ ル タ ナ ティ ヴ ガイ ドブ プッ ク 


STAFF 


Art Direction+Design 
原 既 一 


Design 
安 痢 葉子 


Charactor ilustration 
普 沢 位 一 郎 


ーー 3 〇 74 選 の チア 
放 井 葛 

HEADZ 

岩沢 期 子 

片岡 さと 美 


SuperyiSer 
宮 水 清貴 (for SQUARE) 


発行 :1997 年 12 月 18 日 初版 

発行 人 : 赤 木 高 

編集 人 : 横田 洋文 

発行 所 : 株 式 会 社 デ ジ キ ュ ー ブ 

東京 都 渋谷 区 恵比寿 1 -20-18 三 高 ピル 新館 
TEL 03-3444-576S FAX 03-3444-5940 


印刷 凸版 印刷 株 式 会 社 


矯 丁 乱丁 本 は お 恒 り 替え し ます 。 

本 書 の 全部 . あ る い は 一 部 を 

小 福 か ら の 了 涼 明 を 得 ず に 類 断 で 複製 する こと は 
いか な る 方 法 に お いて も 茜 じ られ て いま す 。 
ゲー ム 内 容 に 関す る ご 質問 に は 

一 切 お 香 え で きま せん の で ご 丁 承 く だ さい 。 
定価 は 表紙 に 表示 し て あり ます . 


ISBN 4+.925075-17-9 CO076 


の 1997 スク ウェ ア 
=U: マー タタ よび playStaWion'tt (ソニ ー・ コ ンピュータ エン タチ イン テント の 二条 で す 


全 DigiCube 
株 式 会 社 デジ キュ ー ブ 定価 (本 体 800 円 + 税 ) 


ar 


TPN Rhemet mn LENS 
TITSTOTIW で THTTTOTC TTYT 衣 OTN や で TCRTT 
ICHYUTSGUTAIY で TTYITTWTT ま TOTY ms 


ONI ALINKAUWEKNAWIUD) 
NMUDDOOK< 


FRONT MISSION ALTERNATIVE 
Guide Book CONTENTS 


INTRODUCTION 


Verse 1 : How to Handle this war? 
0 STREAMS - 


#1 UNIT ーーーーーーーーーー 


#2 MISSION 


小隊 情報 、 戦 略 的 撤退 

せら 5 BASIC STRATEGY - 

せ 6 SIMULATIONS ON MAPS 
MISSION 1 KISANGANI 
MISSION 2 BUMBA ーー = 
MISSION 3 GEMENA 三 
MISSION 4 YAHORENDE 
MISSION 5 CLOSED MINE 
MiSSION 6 BAMINGUIーーーーーーー 
ショ ー ト カッ ト 操 作 & マ ウス の 活用 ーーーーーー 


Verse 2 : The original sin of this war. 
せ a World 


近代 局 地温 に お ける WAW の 役割 
WAW & ARMS LINE UP 


CODA 一 ーーーー- 


ALTERNATIVE.'.TECHNO 


Spoclel Thanws: Hiroshi Shibalzumi.ShoujF Otake (Hand Made) 
ーーーーーー Against the rules ! 


